
『
成
都
民
族
譜
』

考

オ立
本本

田

憲

司

一-， -一 一
は
じ
め
に

成
立
と
構
成

『
成
都
氏
族
譜
』
に
お
け
る
「
氏
族
」

譜
事
奮
の
歴
史
に
お
け
る
位
置

結

び
tま

じ

め

-101ー

①
 

『
成
都
氏
族
譜
』
と
は
、
元
の
費
著
の
撰
と
さ
れ
て
い
る
書
物
で
、
後
段
で
詳
述
し
て
い
く
よ
う
に
、
宋
代
の
成
都
府
に
お
け
る
四
十
五
の

@
 

「
官
僚
の
家
」
が
そ
の
封
象
と
な
っ
て
お
り
、
主
た
る
内
容
は
、
彼
等
の
系
譜
関
係
の
記
述
で
あ
る
。
従
っ
て
、
宋
代
史
の
う
ち
で
も
、
官
僚

の
系
譜
に
つ
い
て
の
諸
研
究
に
も
っ
と
も
関
わ
り
の
あ
る
文
献
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
我
闘
で
は
、
青
山
定
雄
氏
の
一
連
の
論
考
を
は
じ
め

@
 

と
し
て
、
衣
川
強
氏
、
伊
原
弘
氏
な
ど
が
、
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
彼
等
「
新
興
官
僚
」
と
、
唐
代
の
「
貴
族
官
僚
」
と
の
系
譜
的
な
つ
な

が
り
の
有
無
を
追
跡
す
る
と
共
に
、
も
う
一
方
で
は
、
科
事
を
通
じ
て
得
た
「
官
僚
の
家
」
と
し
て
の
地
位
が
、
そ
の
子
孫
に
よ
っ
て
如
何
に

維
持
さ
れ
た
か
が
、
そ
の
閲
心
の
劉
象
と
な
っ
て
い
る
。

系
譜
の
復
原
に
あ
た
っ
て
、

行
献
に
仰
ぐ
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
そ
こ
で
分
析
さ
れ
る
も
の
は
、
特
定
の
個
人
を
中
心
と
し
た
、
車
線
的
な
系
譜
閥
係
と
な
り
が
ち
で
あ
っ

し
か
し

こ
れ
ら
の
諸
業
績
は
、

材
料
を
多
く
碑
俸

425 

た
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
材
料
は
、
文
集
の
存
侠
と
い
う
偶
然
的
要
因
に
、
左
右
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
叉
、
小
論
第
三
章
で
も
取
り
上
げ
る
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如
く
、
全
園
的
な
「
名
族
志
」
が
宋
代
で
は
殆
ど
編
ま
れ
て
お
ら
ず
、
ま
し
て
残
つ
て
は
い
な
い
と
い
う
黙
も
、
そ
の
障
害
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
劃
し
て
、
本
書
は
封
象
を
成
都
府
に
限
定
し
て
は
い
る
が
、
一
地
域
に
つ
い
て
の
纏
っ
た
記
述
を
帰
し
て
い
る
貼
で
、
こ
の
分

野
に
と
っ
て
、
重
要
な
史
料
と
言
え
る
。

譜
」
の
成
立
年
代
や
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
事
に
よ
っ
て
、

し
か
る
に
、
こ
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
何
故
か
我
園
の
研
究
者
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
小
論
で
は
、
先
ず
こ
の
「
氏
族

さ
ら
に
、
こ
の
書
物
に
反
映
し
て
い
る
宋
代
成
都

そ
の
史
料
的
債
値
を
確
認
し
、

府
の
官
僚
批
曾
に
つ
い
て
も
見
て
み
た
い
。

成

立

と

構

成

(a) 

「
氏
族
譜
」
に
は
、
次
の
三
つ

の
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。

全
萄
喜
文
志
巻
五
三
1
五
所
牧
本

遁
園
叢
書
第
一
二
集
所
牧
本

-102ー

現
在
、制

@
 

葦
北
中
央
問
書
館
所
戴
識
琴
銅
剣
棲
蓄
積
紗
本

③
 

こ
の
う
ち
、

ωに
つ
い
て
は
、
張
鈎
衡
の
践
で

『
全
窃
謹
文
士
ど
か
ら
の
紗
出
に
よ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
そ
の
題
築
に
は
「
曹
里
塵
氏

本
L

と
刷
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
例
は
、
塵
氏
の
用
筆
に
紗
さ
れ
て
は
い
る
が
、
『
鍛
琴
銅
剣
棲
善
本
書
目
』
の
「
氏
族
譜
」
の
候
(
倉
一

O
〉

に
は
、
紗
寓
の
経
緯
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、

ω
・

ω両
者
は
、
多
く
の
字
句
に
つ
い
て
そ
の
異
同
を
共
通
に
し
て
お
恥
共
に
『
全
局

①
 

喜
文
志
』
所
牧
の
テ
キ
ス
ト
の
系
統
に
属
す
る
と
言
え
る
。
『
全
窃
襲
文
志
』
と
は
、
嘉
靖
の
『
四
川
線
士
山
』
の
編
纂
の
際
、
そ
の
喜
文
志
と

し
て
、
楊
慣
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(c) 
ま
ず
問
題
と
し
た
い
の
は
、

こ
の
費
著
に
つ
い
て
は
、

「
氏
族
譜
」
の
成
立
時
期
の
確
定
で
あ
る
。

『
(
寓
暦
〉
四
川
線
志
』
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

『
全
局
華
文
志
』
で
は
、

そ
の
著
者
を
コ
元
費
著
撰
」
と
す
る
。



華
陽
人
。
準
士
、
授
園
子
助
数
、
有
詩
名
。

時
人
謂
成
都
二
費
。
〈
谷
八
成
都
府
人
物
)

明
玉
珍
に
よ
る
重
慶
の
攻
略
が
、
至
正
二
ハ
年
(
一
一
一
一
五
六
)
、
健
魚
耐
怖
の
属
す
る
嘉
定
路
が
下
さ
れ
た
の
が
、
同
じ
く
十
八
、
九
年
で
あ
る
か

ら
(
明
史
容
一
一
一
一
一
一
明
玉
珍
侍
〉
、
彼
の
死
も
こ
の
前
後
で
あ
ろ
う
。

(
中
略
〉
歴
漢
中
廉
訪
使
、
調
重
慶
府
総
管
。
明
玉
珍
攻
城
、
卒
千
健
帰
。
兄
克
成
亦
準
土
、

「

氏

族

週

間

」

の

他

に

も

、

そ

の

大

部

分

は

、

@
 

川
、
特
に
成
都
に
関
す
る
文
献
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
至
正
三
年
(
一
三
四
三
)
の
日
付
の
あ
る
「
成
都
志
」
の
序
文
も
あ
り
、

叉、

『
全
萄
華
文
士
山
』
に
は
、

費
著
の
名
を
冠
し
た
数
篇
が
牧
め
ら
れ
て
お
り
、

宋
代
の
四

「
氏
族
譜
」

こ
の
「
至
正
成
都
志
」
の
各
部
分
が
、
濁
立
し
た
も
の
と
し
て
牧
め
ら
れ
た
の
で

「
氏
族
譜
」
は
、
明
末
の
組
集
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
元
末
の
地
方
志
の
断
片
と
比
定
さ
れ
、
そ
の
史
料
的
債

値
に
つ
い
て
は
、
低
い
も
の
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
〈
我
闘
で
利
用
さ
れ
て
い
な
い
の
も
、
こ
の
震
で
あ
ろ
う
〉
。

あを
ろ含
う血め
O~ て

も、

し
そ
う
で
あ
れ
tま

こ
れ
ら
の
成
都
に
ち
な
む
一
連
の
文
献
は
、

し
か
し
、
本
書
を
見
て
い
け
ば
、

そ
の
成
立
時
期
に
関
わ
り
の
あ
る
、
次
の
二
つ
の
疑
問
黙
が
出
て
く
る
。

-103ー

tコ付

@
 

記
事
の
内
容
が
南
宋
中
期
ま
で
し
か
及
ん
で
い
な
い
(
具
健
的
に
は
、
皇
帝
名
で
は
孝
宗
、
年
践
で
は
淳
照
が
下
限
で
あ
る
〉
。

「
今
」
の
語
が
屡
々
見
え
る
が
、
こ
れ
が
南
宋
の
特
定
の
時
期
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
ハ
円
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
も
し
、
元
末
の
費
著
に
よ
っ
て
、
こ
の
書
物
が
書
か
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
南
宋
末
ま
で

こ
の
二
黙
の
う
ち
、

記
事
が
及
ん
で
い
る
方
が
自
然
で
は
な
い
か
、

と
い
う
疑
問
を
謹
む
者
に
抱
か
せ
る
。

こ
の
疑
問
を
、

よ
り
限
定
さ
れ
た
時
期
に
特
定
で
き
る
材
料
が
同
で
あ
る
。
以
下
、
∞
を
手
が
か
り
と
し
て
、
本
書
の
成
立
年
代
を
考
え
て

い
く
つ
か
あ
る
「
今
」
の
う
ち
、
年
代
の
明
確
な
他
の
史
料
と
閥
連
が
あ
り
、
成
立
年
代
の
確
定
に
有
数
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
・
次

み
た
い
。

の
記
事
で
あ
る
。
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同
(
郭
)
叔
誼
今
迫
功
郎

ω
〈
宋
〉
徳
之
嘗
潟
四
川
類
省
第 〈

白
郭
氏
〉

(
国
宋
氏
〉
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ω
ハ
沼
)
仲
事
今
中
書
舎
人

ゆ
(
費
〉
士
寅
又
於
四
川
類
省
第
一
、

制
(
字
文
)
紹
節
典
二
州
、
今
被
命

〈

口

抽
出
氏

〉土
寅
移
於
右
史

(
間

w
費
氏
)

(国
字
文
氏
)

同
の
郭
叔
誼
に
つ
い
て
は
『
鶴
山
先
生
大
全
集
』
巻
八
三
「
知
巴
州
郭
君
墓
誌
銘
」
に
、
「
慶
元

元
年
始
賜
同
進
士
出
身
、
授
迫
功
郎
監
成
都
銀
引
務
」
と
あ
る
。
又
、
耐
に
つ
い
て
も
、
宋
徳
之
の
「
類
省
第
ご
の
年
は
、
宋
史
巻
四

O
G

⑪
 

の
彼
の
本
俸
に
、
「
慶
元
二
年
、
外
省
第
一
」
と
あ
り
、
こ
の
二
つ
か
ら
、
「
今
」
が
慶
元
二
年
(
一
一
九
五
〉
以
降
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
下
限
の
方
は
、
同
で
現
存
の
人
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
字
文
紹
節
が
死
ん
だ
の
は
、
嘉
定
六
年
(
一
一
一
一
一
一
一
〉
正
月
で
あ
る
(
宋
史
容

ま
ず
こ
の
幅
の
中
に
、
「
今
」
を
設
定
で
き
る
。
さ
ら
に
、

ωに
つ
い
て
は
、
活
仲
塞
の
中
書
舎
人
在
任
が
、
慶
元
四
年

⑫
 

五
年
正
月
と
に
確
認
で
き
る
こ
と
、
費
士
寅
が
「
右
史
」
の
異
名
の
あ
る
起
居
舎
人
に
、
慶
元

こ
れ
ら
の
記
事
に
針
臆
す
る
史
料
と
し
て
、

三
九
八
木
仰
〉
か
ら
、

(
二
九
七
)
三
月
と
、

叉

切
に
関
し
て
、

四
年
二
月
に
就
任
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
そ
れ
以
後
、
慶
元
六
年
十
月
に
は
、

⑬
 

ー部
向
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
で
き
、
こ
の
時
期
以
後
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
、
よ
り
高
位
へ
の
在
任
に
言
及
す
る
筈
で
あ
る
こ

と
、
の
二
貼
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
慶
元
四
|
六
年
(
二
九
七
九
〉
の
聞
に
、
こ
の
書
物
に
お
け
る
「
今
」
を
限
定
で
き
る
と
考
え
る
。

吏
部
左
選
侍
郎
、

嘉
泰
三
年
三
二
O
三
〉
二
月
に
は
吏

~i04ー

本
書
の
成
立
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
事
賓
が
、

れ
は
、
こ
の
年
に
「
成
都
志
」
が
編
ま
れ
た
事
が
、
嘗
時
四
川
制
置
使
粂
知
成
都
府
で
あ
っ
た
裳
説
友
に
よ
る
序
文
(
東
塘
集
倉
一
八
)
に
よ
っ

⑬
 

て
わ
か
る
こ
と
で
あ
旬
。
し
か
も
、
「
氏
族
譜
」
の
中
に
は
、
「
先
賢
志
」
又
は
「
先
賢
篇
」
な
る
も
の
と
の
掛
照
を
求
め
る
記
事
が
見
え
る
。

し
か
も
、

こ
の
「
今
」
の
間
に
あ
て
は
ま
る
慶
元
五
年
(
二
九
八
)
に
存
在
す
る
。
そ

こ
れ
は
、
こ
の
「
氏
族
譜
」
と
「
先
賢
篇
(
士
山
〉
」
と
の
二
つ
が
、
共
通
の
書
物
の
一
部
分
で
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
諸
黙
か
ら
考
え
れ
ば
、
「
氏
族
譜
」
は
、
こ
の
慶
元
の
「
成
都
士
山
L

の
一
部
分
で
、
そ
れ
が
元
の
至
正
の
修
志
に
流
用
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
題
材
を
採
っ
た
『
全
萄
華
文
志
』
は
、
後
者
の
編
者
で
あ
る
費
著
の
名
を
、
本
書
の
著
者
と
し
た
の
で
あ

ろ
う
と
考
え
恥
以
上
に
よ
っ
て
、
本
書
は
、
南
宋
慶
元
期
の
成
都
府
官
僚
祉
舎
に
つ
い
て
の
同
時
代
史
料
と
な
り
、
注
目
す
べ
き
史
料
と
の



た
だ
、
現
行
の
「
氏
族
譜
L

は、
ー嘉
靖
の
『
全
局
審
文
士
山
』
に
由
来
す
る
魚
、
至
正
の
修
中
川
嘉
靖
の
編
纂
と
二
つ
の
過
程

@
 

を
経
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
『
全
萄
喜
文
志
』
は
、
そ
の
牧
録
封
象
に
削
改
を
加
え
る
こ
と
が
あ
り
、
慶
元
の
原
本
と
の
聞
に
は
、
字
句
等
に

異
同
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
唯
一
の
「
宋
代
の
名
族
譜
」
と
い
う
本
書
の
債
値
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
損
わ
れ

評
慣
が
で
き
る
。

な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
本
書
の
構
成
と
記
述
の
形
式
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
序
文
の
う
ち
、
そ
れ
に
燭
れ
た
部
分
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

こ
れ
は
、

今
ま
で
の
部
分
の
歓
を
補
う
だ
け
で
な
く
、
宋
朝
に

(
前
略
)
以
下
の
記
事
で
は
、
人
物
の
他
に
、
氏
族
に
つ
い
て
載
せ
る
。

な
っ
て
以
来
の
世
系
の
盛
ん
さ
を
も
表
わ
す
。
そ
も
そ
も

〔
記
載
の
〕
順
序
に
つ
い
て
は
、
起
家
の
は
や
い
濯
い
で
決
め
、
今
は
、

⑮
 

の
人
物
に
つ
い
て
は
〕
名
を
記
す
の
み
で
、
そ
の
事
績
に
つ
い
て
は
書
か
な
い
。
こ
れ
も
瞳
例
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
序
文
に
績
い
て
、
各
鯨
別
に
、
次
の
四
十
五
の
「
氏
族
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

成専F'
新
繁
賑

一隻
流
豚

康
都
鯨

429 

温
江
鯨

新
都
鯨

〔
個
々
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都

ハ
円
呉
氏
、
白
沼
氏
、
同
開
郭
氏
、
同
李
氏
、
骨
張
氏
、
村
宋
氏
、
伯
勾
氏
、
例
常
氏
、

ω房
氏
、

H
明
日
氏
(
以
上

『全
萄
義
文
志
』

H
H
杜
氏
、
白
字
文
氏
、
同
劉
氏
、
同
劉
氏
、
同
郭
氏
、
持
揚
氏
、
伯
郭
氏
、
村
施
氏
、
伺
楊
氏
ハ
以
上
『
全
萄
官
製
文

昌
也
五
三
)

士
官
省
五
四
)

豚

同
王
氏
、

国
文
氏

白
部
氏
、
国
申
氏
、

国
倉
氏
、

国
張
氏
、

同
王
氏
、

国
楊
氏
、

伺
張
氏
、

闘
何
氏
、

間
彰
氏、

田
周
氏

国
宋
氏
、

国
張
氏
、

開
李
氏

国
郵
氏
、

国
張
氏
、

関
郭
氏
、

国
梁
氏
、

、開
費
氏
、

白
馬
氏
、

問
張
氏

閏
文
氏
、

国
衰
氏
、
園
建
氏

国
沈
氏
ハ
以
よ
『
全
局
襲
文
志
』
省
五
五
〉
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今
、
費
流
厭
を
例
に
と
る
と
、
そ
の
内
部
で
の
配
列
は
、
慶
暦
年
聞
に
初
め
て
登
第
者
を
出
し
た
宋
氏
を
先
頭
に
、
郵
氏
(
不
明
)、

⑮
 

祐
)
、
張
氏
(
不
明
)
、
郭
氏
(
政
和
〉
、

梁
氏

(
紹
興
)
、
李
氏
(
不
明
)
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

「
起
家
」
と
い
っ
た
、
宋
朝
官
僚
睡
制
と
の
開
わ

り
の
先
後
に
よ
っ
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
事
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
本
書
の
「
官
僚
の
家
の
系
譜
の
書
」
と
し
て
の
性
格
の
、

言
え
る
。

張
氏
(
元

一
つ
の
反
映
と
も

一
方
、
こ
の
よ
う
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
各
族
の
僚
の
記
事
は
、
ど
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
の
か
。
こ
こ
で
は
、
内
施
氏
の
僚
を
例
と

し
て
全
文
を
掲
げ
て
み
る
。

謂
魯
施
季
叔
之
後
。
唐
友
諒
従
億
宗
入
萄
不
婦
、
居
眠
山
下
。
始
居
成
都
碧
難
坊
。
叉
三
世
、
庭
臣
・
徳
修
同
登
宣
和

第
、
従
兄
弟
也
。
庭
臣
高
宗
朝
魚
中
書
舎
人
、
晩
居
樺
州
卒
。

徳
修
賞
除
作
簿
粂
秘
書
丞
、
出
守
洋
羽
二
州
、
除
筒
州
卒
。
子
次
官
周
・
次

予
皆
以
賞
得
官
、
次
弔
ア
官
至
朝
請
大
夫
、
今
停
其
子
坤
之
。
昔
登
紹
興
第
日
晋
卿
、
叉
徳
修
従
子
也
。
庭
臣
子
淵
然
・
仲
街
、
登
紹
興
第

位
至
司
農
少
卿
、
遷
中
書
門
下
省
検
正
諸
房
文
字
。
子
葉
叉
世
其
科
。
淵
然
雄
不
額
以
文
稽
於
時
。
初
庭
臣
置
回
二
頃
、

購
宗
族
之
貧
。

徽
猷
閣
直
皐
土
胡
公
寅
、
矯
之
記
。
其
族
至
今
頼
、
家
遠
失
、
猫
若
未
出
局
、
然
者
此
義
也
。

七
世
孫
光
件
、

-106-

「
氏
族
譜
」
の
他
の
多
く
の
傑
と
同
様
、
こ
の
施
氏
の
僚
も
、
二
百
字
足
ら
ず
の
短
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
手
掛
り
に
、
本
書
の
記
述
形

式
や
、
内
容
の
特
徴
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
右
の
記
事
は
、
先
ず
施
氏
の
入
萄
の
経
緯
と
、
成
都
へ
の
遷
徒
に
つ
い
て
記
す
。
こ
れ
は
、
多

く
の
族
に
共
通
し
た
書
き
出
し
で
あ
る
(
全
く
綱
れ
な
い
場
合
も
あ
る
が
〉
。
と
く
に
、
唐
末
の
混
飢
に
よ

っ
て
入
萄
し
た
と
い
う
も
の
が
多
く
、

中
で
も
、

億
宗
の
蒙
塵
に
庖
従
し
て
入
萄
し
た
者
が
、
そ
の
ま
ま
居
残
っ
た
と
す
る
も
の
が
十
一
例
に
の
ぼ
る
。
本
書
の
述
べ
る
よ
う
に
宋
代

四
川
の
官
僚
が
唐
代
の
貴
族
官
僚
と
系
譜
的
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
青
山
定
雄
氏
が
、
北
宋
末
以
後
、
こ
う
し
た
偲
託
が
多
く

な
る
事
を
指
摘
し
て
い
る
が
(
註
③
所
掲
論
文
)
、
こ
こ
に
も
、
そ
れ
が
現
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
に
は
、

同
時
代
人
の
間

也
」
と
、

に
も
、
既
に
批
判
が
あ
り
、
本
書
で
も
、
同
楊
氏
の
僚
に
は
「
近
世
言
其
先
者
、
必
自
唐
雇
三
宗
西
幸
、
或
激
至
萄
居
正
局
、
何
古
之
萄
濁
無
人

七
世
以
上
前
の
墳
墓
は
創
刊
ら
な
い
と
し
て
い
る
楊
氏
の
場
合
と
比
較
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
入
萄
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く
は
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各
族
に
お
け
る
俸
承
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
中
に
、
「
按
譜
」
、
尋
問
稽
」
と
い
っ
た
表
現
が
見
え
る
こ
と
と
も
あ
わ
せ

考
え
る
と
、
「
成
都
士
山
」
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
府
下
の
名
族
の
「
族
譜
」
が
、
こ
の
「
氏
族
譜
」
の
部
分
の
材
料
の
一
つ
と
さ
れ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
事
は
、
今
は
現
物
が
残
っ
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
時
代
の
成
都
に
於
て
、
多
く
の
「
族
譜
」
が
編
ま
れ
て
い
た
こ
と
を

た
だ
し
、
本
書
の
眼
目
で
あ
る
起
家
以
後
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
並
行
し
て
現
存
す
る
碑
停
行
肢
の
類
と
針
照
し
て
も
、
信

う
か
が
わ
せ
る
。

頼
に
値
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

き
て
、
入
萄
の
経
緯
に
緩
い
て
系
譜
の
記
事
と
な
る
が
、
先
引
の
序
文
に
も
、

「
今
者
書
其
名
、
不
室
田
其
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
重
貼
は
、

個
々
人
の
官
歴
や
事
績
の
詳
述
よ
り
は
、
彼
等
の
系
譜
関
係
の
記
述
に
お
か
れ
、
個
々
人
の
停
記
事
項
の
う
ち
で
は
、
出
仕
の
事
情
に
や
や
詳

し
い
。
こ
の
施
氏
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
徳
修
や
淵
然
に
つ
い
て
は
、
そ
の
官
歴
を
中
心
に
、

い
さ
さ
か
の
記
述
を
す
る
が
、
菅
卿
・
楽
に
つ

い
て
は
、

そ
の
登
第
に
つ
い
て
輝
れ
る
の
み
で
、

彼
等
の
そ
れ
以
後
に
つ
い
て
は
、

全
く
崩
れ
て
い
な
い
。

次
圏
、

次
予
の
兄
弟
に
閲
し
て

-107ー

「
皆
以
賞
得
官
」
と
は
言
う
も
の
の
、
次
予
が
朝
請
犬
夫
で
移
っ
た
事
の
他
は
、
そ
の
官
界
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て
述
べ
て
い
な
い
。

衣
予
に
し
て
も
、
官
品
へ
の
言
及
に
と
ど
ま
っ
て
、
貫
職
へ
の
言
及
は
な
い
。
こ
う
し
た
黙
は
、
他
の
諸
氏
に
つ
い
て
も
同
様
に
見
ら
れ
る
傾

も向
で
あ
る
。
ま
た
、
系
譜
の
書
と
い
う
そ
の
性
格
の
故
で
あ
ろ
う
か
、
記
述
は
お
お
む
ね
簡
略
を
き
わ
め
て
い
る
事
、
こ
れ
も
施
氏
の
例
の
如

く
で
あ
る
。
施
氏
の
僚
に
は
、
も
う
一
つ
、
義
国
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
の
持
つ
意
義
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

失
に
、
施
氏
を
離
れ
て
、

「
書
か
れ
て
い
な
い
事
は
何
か
」
と
い
う
覗
貼
か
ら
、
記
事
内
容
の
特
徴
を
さ
ら
に
考
え
て
い
き
た
い
。
そ
の
第

一
は
、
姻
戚
関
係
で
あ
る
。
本
書
全
世
で
、

そ
の
貼
に
鯛
れ
て
い
る
の
は
、
僅
か
に
一
回
、
張
字
(
旬
張
氏
〉
が
、
活
百
縁
(
彼
も
口
沼
氏
に
見
え

る
)
の
女
と
結
婚
し
た
事
を
記
す
箇
所
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
、
彼
が
沼
氏
の
皐
統
に
繋
る
こ
と
を
述
べ
る
た
め
の
も
の
に
過
ぎ
な

@
 

い
(
安
祭
園
公
百
線
女
、
放
其
事
得
之
沼
氏
)
。
そ
し
て
、
郭
友
直
(
国
郭
氏
〉
の
女
が
、
李
形
(
同
李
氏
〉
と
結
ば
れ
、
或
い
は
、
字
文
師
読
(
国
字

@

@
 

文
氏
〉
が
、
房
永
(
刷
房
氏
)
の
女
を
要
っ
て
、
そ
の
聞
の
女
を
楊
思
成
(
伺
楊
氏
〉
に
嫁
が
せ
て
い
る
、
と
い
っ
た
関
係
は
、
本
書
の
記
事
に

よ
っ
て
は
、
全
く
知
る
事
が
出
来
ず
、
他
の
博
記
史
料
の
存
在
を
侯
っ
て
、
始
め
て
本
書
に
登
場
し
て
い
る
家
々
の
聞
に
は
、
姻
戚
関
係
が
相

431 
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互
に
結
び
あ
わ
さ
れ
て
い
る
事
を
見
出
し
得
る
。
本
書
に
お
け
る
寸
氏
族
」
は
、
あ
く
ま
で
も
男
性
の
み
の
タ
テ
の
系
譜
関
係
で
あ
り
、
こ
う

し
た
、

「
氏
族
」
相
互
の
ヨ
コ
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
封
象
と
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

「
成
都
府
を
離
れ
た
人
々
」
で
あ
る
。

@
 

分
れ
て
い
る
場
合
、
成
都
府
以
外
の
房
に
つ
い
て
は
、
本
書
は
そ
の
系
譜
を
記
さ
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
が
、

「
書
か
れ
て
レ
な
い
」
人
々
の
う
ち
、
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
は
、

一
つ
の
族
が
幾
つ
か
の
房
に

さ
ら
に

中
央
で
官
と
な
っ

て
、
そ
の
ま
ま
開
封
や
そ
の
近
濯
に
住
み
つ
い
て
し
ま
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
子
や
孫
、
が
登
第
・
出
仕
し
て
も
慣
れ
て
い
な
い
場
合
が
多

い
。
∞
沼
氏
の
沼
鋲
や
、
帥
勾
氏
の
勾
希
仲
、

国
彰
氏
の
彰
乗
な
ど
の
場
合
が
、
こ
の
例
で
あ
る
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
別
の
角
度
か
ら
後

@
 

過
す
る
(
一
一
六
頁
)
。
そ
の
他
、
同
じ
局
地
で
も
、
成
都
府
の
外
へ
従
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
記
述
の
封
象
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
内
容
を
成
都
府
へ
限
定
す
る
事
も
、
本
書
を
地
方
志
の
一
部
で
あ
る
と
す
る
、
前
述
の
時
代
比
定
を
支
え
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

そ
の
他
、
南
宋
時
代
の

一
般
的
風
潮
の
反
映
と
し
て
、
新
法
汲
へ
の
風
嘗
り
が
強
く
、
彼
等
に
抵
抗
し
た
人
々
に
つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
そ

@
 

の
事
績
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
封
し
、

新
法
汲
の
高
官
で
あ
っ
た
郵
結

・
淘
仁
・
淘
武
の
父
子
(
圏
郵
氏
)
に
つ
い
て
は
、

新
法
振
で
あ
っ

-108ー

た
事
に
は

一
言
も
働
れ
て
い
な
い
貼
な
ど
も
、

一
つ
の
特
徴
と
言
え
る
。

『成
都
氏
族
譜
』
に
お
け
る
「
氏
族
」

前
節
で
は
、

本
書
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
、

南
宋
慶
元
年
聞
の
「
成
都
志
」
の

一
部
分
で
あ
る
と
の
結
論
を
得

そ
れ
を
承
け
て
、
そ
の
内
容
に
つ
レ
て
検
討
を
加
え
た
い
。
本
書
は
「
氏
族
譜
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
氏
族
」

こ
の
「
氏
族
譜
」
が
、

た
。
こ
こ
で
は
、

と
は
何
な
の
か
。
既
に
列
記
し
た
四
十
五
の
家
系
が
、
そ
う
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
共
通
の
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

う
し
た
黙
に
つ
レ
て
考
え
る
事
に
よ
り
、
本
書
と
そ
の
劉
象
と
の
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
歴
史
的
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

本
書
の
序
文
に
つ
い
て
は
前
節
で
課
出
し
た
が
、
右
で
書
い
た
よ
う
な
問
題
と
の
関
わ
り
は
見
出
せ
な
い
。
以
下
で
は
、
個
々
の
家
系
に
即

し
て
、
具
鐙
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。
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ま
ず
、
前
節
で
個
々
の
箇
僚
の
例
と
し
て
奉
げ
た
施
氏
の
僚
を
系
固
化
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

光

千。
「一一寸

o 0 
1 1 
庭*徳*

臣修

下片山|
淵*仲*次ω ヲたυ

然箭寓予
1 1 1 
楽*坤。菅*

之卿

施
氏
に
お
け
る
「
起
家
」
は
、
比
較
的
運
く
、
宣
和
年
間
の
徳
修
・
庭
臣
の
二
人
の
登
第
で
あ
る
。
従
っ
て
、
施
氏
の
順
位
は
十
八
番
目
と
、

成
都
で
は
最
後
か
ら
二
つ
目
で
あ
る
し
、
こ
の
僚
で
主
と
し
て
記
述
の
劉
象
と
な
っ
て
い
る
世
代
数
も
、

三
代
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
三
代
に
於
て
施
氏
は
、

五
人
の
登
第
者
(
特
に
、
庭
臣
|
仲
箭
|
業
の
三
代
は
揃
っ
て
登
第
し
て
い
る
〉
を
含
む
九
人
の
出
仕
者
を
出
し
て
い
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る
。
こ
の
三
代
に
つ
い
て
は
、
本
書
へ
の
登
場
人
物
が
す
べ
て
出
仕
し
て
い
る
事
に
も
注
目
し
た
い
。

施
氏
の
如
く
登
第
者
の
多
い
例
の
他
に
、
登
第
者
は
少
な
い
が
、
出
仕
者
数
が
多
い
と
い
う
例
も
本
書
に
は
少
な
く
な
い
。
次
に
、
そ
う
し

@
 

臼
王
氏
を
見
て
み
た
い
。
ま
ず
、
系
園
を
掲
げ
る
。

た
例
の
一
つ
と
し
て
、

知

「ーー |
畳*見

|-hl 
棟。権。織。梅。

-1
1
1 I 

煮。薫。 ;換。

賢。
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王
氏
の
場
合
、
登
第
し
た
の
は
王
莞
(治
卒
四
年〉

一
人
で
あ
る
が
、

「
蔭
」
や
「
特
命
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
弟
や
子
、
孫
の
計
八
人
が
補
官
さ



『
成
都
氏
族
譜
』
に
見
え
る
各
家
の
出
仕

附
表

4T的叩

110HHll 

ム
コ

一
一|γ

点
|両

l山副
主:函

函
瓦
If

~
--
;
-

-T三
五
[
空
間

|出仕者
|登
第
齢

1.1歴
代
叫、 ，v
・、，

a

・

3324312344533225323222 

、 ，v・

311172248723222H43m864 

P-

nOA官。ゐ勾dづ4つbAUτハUQUAY

戸

bA官。οd告内JFDA-qO1ムQUヴdGU

211

 

、 ，r・35

4575546577534269323233 

R

，. 

弓

dAリQU。。。。。ムワ44宮今ム今GCOA法aqa
崎山

00♂眉a-qo'AQ》凸口氏U

1211211

 

氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏

危張王楊張文彰周宋郵張張郭梁李費馬張文裳窪沈

帥伺帥帥悌帥帥帥MW伺帥帥帥伺帥帥M抑制帥帥帥帥

氏U氏υQU氏UA
噌QU氏U氏UooqdpDAせっhquqdにdd“zqoη4巧tqdヮ“qd

38612436142334833558116 

112112

 

にd£udせっ“伝リ1A勾dのhauaunコrbpbauAUFbtムn3GUQU凸汐今bQJ

23
内

zJ

Il--311

788068668556244ru5627456 唱EA

70000425119601152979141 

4441121214112111 

氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏

文

呉市郭李張宋勾常房呂杜字劉劉郭楊郭施楊何王部申

ωωωωωω例制例帥ω
同MH帥帥帥肋帥同帥帥同帥



れ
て
い
る
。
こ
の
例
で
も
、
施
氏
の
場
合
と
同
様
に
、
主
た
る
登
場
人
物
は
、
全
て
出
仕
者
で
あ
る
。
こ
の
雨
氏
の
例
で
も
見
て
と
れ
る
よ
う

に
、
「
民
族
譜
」
で
は
、
起
家
の
後
に
つ
い
て
は
、
記
述
の
劃
象
が
、
出
仕
者
に
限
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
「
銭
述
の
封
象
を
、
個
々
人
の
業
績

に
は
置
か
な
か
っ
た
」
と
序
文
で
は
言
う
も
の
の
、
登
場
し
得
る
人
物
に
は
、
お
の
づ
か
ら
限
定
の
あ
る
事
が
わ
か
り
、
著
者
が
ど
こ
に
覗
貼

を
置
い
た
の
か
を
窺
い
得
る
。「

氏
族
譜
」
の
各
家
に
闘
す
る
記
事
の
う
ち
、
宋
代
の
部
分
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
ご
と
に
、
登
場
者
数
や
、
そ

@
 

の
官
僚
睦
制
と
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
、
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、

前
頁
に
掲
げ
た
表
は
、

「
氏
族
譜
」
の
封
象
と
な
っ
た
四
十
五
の
家
々
の
多

く
は
、
施
氏
や
王
氏
に
つ
い
て
見
て
き
た
の
と
同
様
に
、
何
代
か
に
亙
っ
て
登
第
者
、
出
仕
者
を
出
し
績
け
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う

に
、
本
書
に
お
け
る
「
氏
族
」
の
第
一
の
篠
件
は
、
官
僚
、
そ
れ
も
、
出
来
る
事
な
ら
科
奉
出
身
の
そ
れ
を
輩
出
す
る
黙
に
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
家
々
の
中
に
は
、
同
郭
氏
や
付
宋
氏
、

ω房
氏
の
よ
う
に
、
八
代
も
引
き
績
い
て
官
僚
を
出
し
た
も
の
や
、
。
沼
氏
、
白
郭
氏
、
帥
李
氏
、

@
 

「
大
き
な
」
家
も
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
事
は
、
従
来
の
門
閥

国
字
文
氏
の
よ
う
に
、

-111ー

四
十
人
を
越
え
る
人
々
の
名
が
本
書
に
見
え
て
い
る
、

貴
族
と
は
異
な
る
基
準
に
よ
る
、
い
わ
ば
「
宋
代
的
名
族
」
が
、
成
立
し
て
い
た
事
を
示
し
て
い
る
。

し
か
も
、
成
都
府
と
い
う
限
定
さ
れ
た

地
域
に
於
て
す
ら
、
そ
れ
は
一
つ
や
二
つ
で
は
な
く
、
か
な
り
の
敷
の
家
に
の
ぼ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
沼
氏
は
、
最
も
築
え

た
家
で
あ
り
、
本
書
は
沼
氏
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

三
歳
一
事
中
選
者
多
、
記
不
勝
書
、
至
以
賞
以
恩
以
封
以
贈
叉
略
鷲
。
官
族
什
如
其
二
三
暁
日
盛
、
至
沼
氏
則
人
人
以
嘗
然
。

「
氏
族
譜
」
に
は
、
も
う
一
方
で
、
代
数
・
人
数
の
極
め
て
少
な
い
家
系
も
、
そ
の
封
象
と
さ
れ
て
い
る
事
が
、
表
に
よ
っ
て
見

出
し
得
る
。
代
数
こ
そ
四
代
で
あ
る
が
、
二
人
し
か
登
場
し
な
い
同
文
氏
、
二
代
三
人
し
か
見
え
ぬ
閏
張
氏
な
ど
は
、

る

。

こ

う

し

た

徴

細

な

一

族

が

、

を

考

え

て

み

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

し
か
し

何
故
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
か
、

そ
の
極
端
な
例
で
あ

本
書
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
家
々
の
性
格

を
、
よ
り
明
確
に
す
る
事
が
出
来
よ
う
。
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こ
う
し
た
家
は
、

そ
の
特
徴
に
よ
っ
て

い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
事
が
出
来
る
。
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主要名
者人

と
文の
人か
をか
系わ
譜り
にを
多有
くす
出る
すも
もの@
の

田
部
氏
(
部
落
)
、

国
張
氏
(
張
愈
)
、

国
文
氏
(
文
同
〉

同
李
氏
、

間
張
氏

明一
確族
なの
特結
徴合
をが
有評
し債
なさ
いれ
もて
の@い

る
も
の

同
王
氏
(
孝
子
家
)
、
昌
劉
氏
(
五
代
不
具
籍
)

国
張
氏
、

関
郭
氏
、

間
馬
氏

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
車
に
各
氏
が
本
書
に
登
場
し
た
理
由
を
考
え
る
篤
の
材
料
と
い
う
事
だ
け
で
な
く
、
本
書
全
盛
に
通
じ
る
問
題
を
も
含

む
。
ま
ず
、
第

一
の
貼
に
つ
い
て
。
名
人
の
後
で
あ
る
家
系
は
、
こ
れ
ら
の
例
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
登
場
す
る
人
物
数
の
多
い
家
で
も
、
宋
史

に
俸
を
残
す
者
を
例
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
∞
活
氏
は
別
格
と
し
て
も
、
日
陶
(
伺
呂
氏
、
室
ニ
四
六
)
や
彰
乗
〈
問問
彰
氏
、

省
二
九
八
)
、

新
法
汲
と
し
て
評
判
は
悪
い
が
郵
結
父
子
(
包
郵
氏
、

容
三
二
九
〉
等
の
子
孫
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
高
官
や
、

さ
ら
に
、

有
名
な
文
人
を

そ
の
組
先
に
持
つ
事
は

「
名
門
」
と
し
て
の
評
債
を
得
る
一
つ
の
候
件
と
な
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
単
に
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

-112ー

「
今
」
の
時
貼
で
「
官
僚
の
家
」
と
し
て
、
登
第
者
、
出
仕
者
を
出
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
翠
げ
た
都
民
や
文
氏
に
し
て
も
、

僅
か
と
は
言
え
、
子
孫
の
出
仕
を
果
し
て
は
い
る
し
、
後
で
検
討
す
る
「
孝
子
家
」
王
氏
に
つ
い
て
も
、
王
鴎
の
登
第
と
、
そ
の
子
、
孫
の
出

@
 

仕
と
は
、
彼
等
が
本
蓄
に
登
場
し
得
た

一
因
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
射
し
て
、
郵
棺
と
共
に
成
都
出
身
(
隻
流
豚
)
の
新
法
汲
と
し
て
名
を
成
し
た

@

@
 

人
物
に
、
建
周
輔
、
序
辰
の
父
子
が
あ
る
が
、
同
じ
寒
氏
で
も
、
官
界
で
の
地
位
が
低
い
温
江
の
楚
氏
の
方
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
に
も
か

「
氏
族
譜
」
が
一
貫
し
て
蓄
法
涯
を
評
債
し
て
い
る
と
い
う
政

治
的
立
場
と
の
か
か
わ
り
も
あ
ろ
う
が
、
同
じ
新
法
波
高
官
で
あ
る
部
氏
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
事
か
ら
考
え
て
も
、

か
わ
ら
ず
、
整
流
の
方
は
、
本
書
の
劉
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
は
、

「
官
僚
の
家
」
と
じ

て
の
地
位
を
、
寒
氏
が
維
持
で
き
な
か
っ
た
震
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

。
聞
筆
者
・
文
人
と
し
て
の
名
聾
も
、
本
書
に
登
場
す
る
一
つ
の
篠
件
た
り
得
た
よ
う
で
あ
る
。
ロ
巴
の
人
々
に
「
儒
家
」
と
さ
れ
た
閏
張
氏
は
も

と
よ
り
、

関
李
氏
も
、
そ
の
代
々
に
は
、
文
人
と
し
て
名
を
得
て
い
る
者
が
多
い
。
し
か
し
、
官
僚
身
分
の
保
有
と
い
う
貼
に
つ
い
て
は
、
こ

@
 

の
二
氏
も
例
外
で
は
な
い
。
張
氏
は
、
本
書
に
三
人
の
名
が
見
え
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
い
ず
れ
も
登
科
を
果
た
し
て
い
る
。
李
氏
も
、
乾
道
こ
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年
(
一
一
六
六
〉
に
嘉
謀
・
嘉
猷
の
二
人
が
、
そ
ろ
っ
て
登
第
し
て
い
る
。
こ
の
二
氏
に
限
ら
ず
、
奉
者
と
し
て
名
を
知
ら
れ
、
『
宋
元
皐
案
』

@
 

や
『
補
遺
』
に
名
の
見
え
る
者
が
「
民
族
議
開
」
に
は
多
い
が
、
彼
等
に
つ
い
て
も
、
出
仕
と
い
う
貼
で
は
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
叉
、

や
や
特
殊
な
事
例
で
は
あ
る
が
、
帥
李
氏
に
は
、
書
を
家
屋
'
と
す
る
一
涯
が
あ
る
。
李
大
臨
は
、
反
新
法
涯
と
し
て
政
界
で
名
を
成
し
た
人
物

で
あ
る
が
、
そ
の
子
の
隣
は
書
の
方
で
名
を
奉
げ
、
孫
の
時
敏
・
時
潅
は
「
そ
の
皐
を
佐
」
い
だ
。
し
か
し
、
こ
の
二
人
も
、
時
薙
が
通
直
郎

@
 

書
皐
博
士
の
地
位
を
、
時
敏
が
朝
請
郎
の
官
位
を
持
ち
、
書
家
と
し
て
の
職
分
で
は
あ
る
が
、
官
僚
鐙
制
の
中
に
座
を
占
め
、
し
か
も
子
や
孫

に
、
そ
れ
が
継
承
さ
れ
て
い
旬
。
こ
の
よ
う
に
、
政
界
や
行
政
機
構
の
中
軸
か
ら
外
れ
て
、
「
拳
者
・
文
人
の
家
」
と
し
て
、
一
族
を
維
持
し

「
官
僚
の
家
」
で
あ
り
績
け
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
篤
し
得
た
家
が
、
本
書
の
「
氏
族
」
た
り
得
た
と

言て
えい
よこ
う@う
。と

す
る
時

も

宋
代
の
官
僚
が
一
代
官
僚
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
事
、
す
な
わ
ち
、
個
々
人
と
し
て
は
如
何
に
高
官
に
至
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
そ
の

個
人
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
子
孫
に
惇
え
る
事
は
出
来
な
い
と
い
う
事
は
、
宋
代
の
官
僚
制
を
論
ず
る
時
に
、
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
表

現
で
あ
る
。
事
賞
、
宋
代
に
歴
代
登
科
や
歴
代
出
仕
が
、
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
事
は
、
周
藤
吉
之
氏
が
、
「
登
科
録
」
や
地
方
志
を

@
 

材
料
と
し
て
既
に
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
の
封
象
と
な
っ
て
い
る
家
々
に
於
て
は
、
官
僚
身
分
の
縫
績
と
い
う
、
一
般
に
は
震
し
難
い

-113ー

と
さ
れ
る
事
が
寅
現
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
父
子
登
科
を
果
し
た
家
は
三
十
に
の
ぼ
り
、
同
李
氏
や
、
国
字
文
氏
に
於
て
は
、

五
代
登
科
す
ら
見
ら
れ
る
。
も
し
、
車
に
「
官
僚
で
あ
る
」
と
い
う
事
だ
け
に
篠
件
を
療
や
け
れ
ば
、
そ
れ
が
縫
績
さ
れ
た
世
代
数
、
出
仕
し
た

人
数
が
、

い
ず
れ
も
披
大
す
る
事
は
、
附
表
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
単
に
出
仕
者
の
量
的
な
多
さ
だ
け
で
は
な
く
、
歴
代
登
科
や
歴
代
出

仕
に
よ
る
「
官
僚
の
家
」
と
し
て
の
ス
テ
イ
タ
ス
の
維
持
は
、
本
書
に
お
け
る
「
氏
族
」
の
タ
テ
の
方
向
で
の
特
徴
と
言
え
よ
う
(
た
だ
、
表
で

も
わ
か
る
よ
う
に
、
世
代
数
が
少
な
く
て
も
、

一
世
代
で
の
出
仕
・
登
第
者
が
多
い
場
合
も
針
象
と
な
っ
て
い
る
)
。

そ
れ
で
は
、
彼
等
の

「
官
僚
の
家
」
と
し
て
の
ス
テ
イ
タ
ス
の
維
持
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
と
な
っ
た
の
か
。
歴
代
登
科
は
、

い
わ
ば
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表
側
の
ル
l
ト
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
、

そ
の
維
持
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
ハ
こ
れ
と
て
も
、
本
警
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
各
族
に
於
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て
は
、
さ
し
て
珍
し
い
事
で
は
無
い
わ
け
だ
が
)
o

A
寸、

表
に
よ
っ
て
見
れ
ば

出
仕
者
と
登
第
者
の
数
の
聞
に
、

か
な
り
の
差
が
存
在
す
る
。

、，
'-

の
差
を
形
成
す
る
人
々
の
多
く
は
、
所
謂

「
別
途
出
仕
者
」
で
あ
ろ
う
。
彼
等
の
存
在
が
家
系
の
維
持
に
果
た
し
た
役
割
が
無
視
で
き
な
い
こ

と
は
、
軍
に
数
量
的
側
面
か
ら
だ
け
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
等
の
出
仕
の
ル
l
ト
に
つ
い
て
、
本
書
は
必
ず
し
も
一
人
一
人
に
つ
い
て
述
べ

て
は
お
ら
ず
、
出
仕
の
事
責
を
記
す
に
留
ま
る
場
合
の
方
が
多
い
が
、
前
引
し
た
施
氏
で
は
、次
予

・
次
爵
の
二
人
に

つ
い
て
、
「
皆
以
賞
得
官
L

9
 

と
あ
っ
て
そ
れ
が
わ
か
る
。

「
賞
」
に
つ
い
て
も
う
一
つ
例
を
翠
げ
る
と
、
四
川
都
轄
蓮
使
な
ど
の
ポ
ス
ト
に
つ
レ
た
張
深
の
子
孫
は
、

「
多

@
 

く
賞
を
以
て
官
を
得
」
て
、
子
の
日
償
、
孫
の
徽
之
、
安
之
は
知
州
に
ま
で
至
っ
た
と
い
う
(
凶
張
氏
)
。
こ
う
し
た
ル

i
ト
の
種
類
に
つ
い
て

は
、
「
以
賞
以
恩
」
と
あ
る
前
に
引
い
た
沼
氏
の
僚
の
一
節
や
、
「
(房
)
希
之
諸
子
六
十
四
人
、
或
薦
、
或
第
、
或
蔭
、
或
恩
、
或
婚
」

「
恩
」
、
「
蔭
」
、
「
薦
」
と
い
っ
た
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
出
事
る
。

/晶、

帥

房
氏
)
と
あ
る
例
の
よ
う
に

「
賞
」
の
他
に
も
、

こ
れ
ら
の
ル
l
ト
の
う
ち
、

そ
の
内
容
に
見
嘗
の
つ
け
や
す
い
「
蔭
」
や
「
薦
」
は
さ
て
お
き
、
こ
の
「
恩
」
や
「
賞
」
と
は
、
具
鐙
的
に

- 114ー

「氏
族
譜
」
で
も
、

口
社
氏
の
場
合
に
は
、
靖
康
元
年
に
、
金
の
侵
入
に
抗
し
て
死
ん
だ
杜
瑚
世

⑮
 

そ
の
曾
孫
に
至
る
ま
で
が
補
官
さ
れ
た
り
、
前
に
見
た
臼
王
氏
で
、
王
概
が
任
地
の
邑
州
で
「
染
療
」
の
盛
岡
に
死
に
、
そ
れ
に

@
 

劃
し
て
「
特
命
」
で
、
彼
の
長
子
換
が
補
官
さ
れ
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
「
賞
」
の

一
例
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
前
述
し
た
施
氏
や
張
氏
の

は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

に
つ
い
て

例
を
は
じ
め
、

多
く
の

「賞
」
に
つ
い
て
は

具
鐙
的
な
事
件
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
ら
し
く
、

難
死
し
た
者
の
子
孫
へ
の
功
賞
の
他
に

も
、
別
種
の
「
賞
」
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
恩
」
の
方
は
、

南
郊
や
明
堂
と
い
っ
た
祭
問
、

即
位
や
改
元

・
聖
節
と
い
っ
た
行

事
、
臣
下
の
致
仕
・

遁
表
等
々
の
理
由
に
よ
る
補
官
の
場
合
に
よ
く
用
い
ら
れ
、

『
宋
史
選
穆
志
』
の
「
補
蔭
」
の
篠
(
省
一
五
九
)
に
は
、
こ

の
よ
う
な

「思
」
に
つ
い
て
の
記
事
も
牧
め
ら
れ
て
い
る
。

「
蔭
」
や
「
思
」
は
も
と
よ
り

「
賞
」
も
、

父
祖
が
官
員
で
あ
っ
た
事
と
の
か

か
わ
り
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

@
 

官
員
の
子
弟
に
出
住
の
機
禽
を
輿
え
、

一
括
し
て
「
思
蔭
」
と
呼
ぶ
事
も
可
能
だ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
個
別
の
制
度
と
し
て
存
在
し
、

そ
の
地
位
の
維
持
に
役
立
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
「
別
途
」
の
ル

l
ト

は
、
常
に
冗
官
針
策
の
針
象
と
な
っ
た
事
も
あ
っ
て
、
制
度
の
愛
運
が
激
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
制
度
史
的
な
整
理
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
皆
無

「官
僚
の
家
L

に
と
っ
て
は
、



「
氏
族
譜
」
中
の
僅
か
な
例
に
よ
っ
て
す
ら
、
科
奉
以
外
の
ル

1
ト
に
よ
っ
て
、
「
官
僚
の
家
」
と

@
 

し
て
の
ス
テ
イ
タ
ス
が
維
持
さ
れ
て
い
る
事
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
果
た
し
た
役
割
は
、
も
っ
と
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

@
 

と
い
っ
て
よ
い
程
、
な
さ
れ
て
い
な
い
。

@
 

同
王
氏
の
僚
は
、
出
仕
者
が
二
人
、

う
ち
登
第
し
た
者
は
一
人
と
、
こ
の
貼
で
は
最
も
少
な
い
例
で
あ
る
。
各
地
に
「
散
居
」
し
て
い
る
王

氏
一
族
は
、
毎
歳
上
巳
に
埜
地
に
集
ま
っ
て
組
先
を
杷
り
、
人
々
は
王
氏
を
指
し
て
「
孝
子
家
」
と
し
た
と
い
う
。
王
氏
は
、
以
前
に
も
、
王

景
が
「
王
孝
子
」
の
名
を
得
て
い
る
。
こ
の
家
は
、
代
々
「
孝
子
の
家
」
と
し
て
の
定
評
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
叉
、
国
劉
氏
は
、

@
 

代
に
亙
っ
て
籍
を
異
に
せ
ず
、
郷
人
は
義
と
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
前
述
の
施
氏
に
お
け
る
義
田
も

@
 

言
え
よ
う
。

五

一
族
の
結
合
に
関
す
る
記
事
の
例
と

族
中
の
人
物
の
出
仕
登
第
に
よ
る
、

「官
僚
の
家
」
の
確
立
と
、

そ
の
縫
績
に
つ
い
て
の
記
述
、
が
、
本
書
の
テ
1
マ
で
あ
る
事
は
、
既
に
見

て
き
た
。
し
か
し
、

そ
の
分
裂
の
き
ざ
し
は
、
既
に
そ
の
繁
祭
の
中
に
も
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

こ
う
し
た
一
族
の
維
持
の
た
め
の
努
力
に
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つ
い
て
の
記
事
は
、

そ
の
裏
返
し
で
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

「
氏
族
譜
」
の
中
に
は
、
族
の
「
散
居
」
に
つ
い
て
の
記
事
が
見
え
る
。

そ
の
分
裂
の
方
向
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
散
居
」
の
語
は
、

@
 

分
布
し
て
レ
る
事
を
述
べ
る
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
が
、
他
方
で
は
、

こ
れ
な
ど
は
、

一
方
で
は
、
そ
の
租
を
同
じ
く
す
る
同
姓
の
集
園
が
、
贋
く

一
度
「
起
家
」
し
た
一
族
が
、
分
解
し
て
い
く
方
向
を
も
示
す
。
そ

の
例
を
翠
げ
る
な
ら
ば
、

同
何
氏
(
都
府
榊
〉
は
、
太
卒
輿
園
年
間
に
何
偉
が
準
土
と
な
る
が
、
そ
の
子
七
人
は
、
都
鯨
の
他
、
成
都
、
崇
慶
府
、

@
 

遠
州
、
間
州
、
崇
寧
瞬
、
導
江
勝
に
散
ら
ば
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
官
僚
を
出
し
て
い
く
。
叉
、
先
述
の
闘
王
氏
も
、
成
都
、
永
康
豚
、
資
中
瞬
、

怠
町

富
順
豚
と
い
っ
た
各
地
に
「
散
居
」
し
て
い
た
の
が
、
族
を
闇
げ
て
、
祖
先
の
杷
り
に
集
ま
っ
た
か
ら
こ
そ
、
「
孝
子
家
」
と
し
て
評
債
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
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「
散
居
」
の
語
こ
そ
用
い
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
分
解
の
方
向
の
よ
く
現
れ
て
い
る
例
と
し
て
、
も
う
一
つ
、
制
李
氏
の
う
ち
の
一
振
を
見

て
み
た
い
吋
。
ま
ず
、
関
連
部
分
を
系
固
化
し
て
お
く
。
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こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
毅
か
ら
始
ま
る
五
代
で
あ
る
。
彼
等
の
連
綴
登
科
は
さ
て
お
き
、

二
代
目
の
大
析
で
は
、

-116ー

ま
だ
、
他
の
い
と
こ
達

と
同
じ
く
「
大
」
の
字
を
用
い
て
い
た
の
が
、
公
済
以
後
は
そ
れ
を
止
め
、
女
の
諜
の
代
に
は
導
江
牒
へ
従
る
と
い
う
よ
う
に
、
明
ら
か
に
、

他
の
汲
と
分
離
し
て
い
く
。

一
方
、
時
間
に
始
ま
る
一
波
が
、
書
家
の
家
系
と
な
っ
て
い
く
事
は
先
述
し
た
し
、
大
厚
の
子
孫
は
、
科
翠
を
中
心

に
官
僚
を
出
し
績
け
る
。
こ
の
よ
う
に
、
帥
李
氏
の
う
ち
、
李
惟
吉
の
子
孫
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
に
分
解
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

家
の
分
解
に
つ
い
て
は
、
中
央
で
官
に
就
い
た
者
が
、
そ
の
ま
ま
蹄
っ
て
こ
な
い
震
に
、
成
都
に
残
っ
た
者
と
離
れ
て
し
ま
う
と
い
う
パ
タ

ー
ン
も
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
は
、

間
彰
氏
の
場
合
を
奉
げ
る
事
が
で
き
る
。
本
書
に
見
え
る
そ
の
系
譜
に
は
、
彰
乗
の
名
も
見
え
る
が
、
彼

の
従
弟
に
あ
た
る
彰
一帽
の
子
孫
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
彰
乗
の
後
に
つ
い
て
は
、

「
氏
族
譜
」
は
、
彼
が
卒
し
た
後
、
そ
の
三
子
は
「
克

く
蹄
ら
な
」
か
っ
た
と
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
子
供
の
う
ち
、
景
行
・
敏
行
の
二
人
が
、
恐
ら
く
は
恩
蔭
に
よ
っ
て
、
出
仕
を

@
 

し
た
事
を
示
す
史
料
が
あ
り
、

「
官
僚
の
家
」
と
し
て
の
地
位
が
、
少
な
く
と
も
、

そ
の
子
の
代
ま
で
は
纏
承
さ
れ
て
い
る
。
彼
等
は
、
開
封

の
近
遁
に
定
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

。
沼
氏
一
族
に
つ
い
て
も
、
分
解
の
方
向
は
見
出
せ
る
。
+
氾
銀
は
、

そ
の
晩
年
を
、
開
封
に
近
い
許
州
で
迭
り
、
死
後
は
、
郷
接
し
た
汝
州



裏
城
賑
に
葬
ら
れ
て
い
柄
。
彼
の
子
の
う
ち
、
三
子
百
嘉
と
四
子
百
歳
と
は
、
そ
れ
に
従
っ
て
い
た
。
こ
の
二
人
は
、
い
ず
れ
も
若
死
に
し
た

@
 

魚
、
そ
の
官
歴
に
は
見
る
べ
き
も
の
は
な
く
、
中
央
や
開
封
周
過
の
下
級
官
僚
で
移
り
、
そ
の
死
後
に
は
、
父
と
同
慮
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
と

く
に
百
嘉
は
登
第
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
二
人
及
び
そ
の
子
孫
(
彼
等
も
出
仕
は
し
て
い
る
)
に
つ
い
て
、
「
氏
族
譜
」
は
燭
れ
て
は

い

な

い

。

こ

の

後

、

箔

氏

の

一

涯

が

許

州

に

定

着

し

た

事

は

、

南

宋

初

期

に

存

在

し

た

事

で

も

わ

か

る

同
ま
た
、
紹
興

一
八
年
の
「
登
科
録
」
に
は
、

銀
を
組
と
す
る
沼
圭
な
る
人
物
が
、

百
椋
の
曾
孫
で
あ
り
、
そ
の
名
は

「
氏
族
譜
」
に
も
見
え
る
が
、
登
科
鋒
の
本
貫
の
項
は
「
開
封
府
鮮
符
牒
」
と
あ
る
。
閉
じ
年
の
第
四
甲
第
五
三
名
の
沼
仲
微
は
、
「
氏
族
譜
」

中
に
百
之
の
曾
孫
と
し
て
名
の
見
え
る
活
仲
徽
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
(
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
仲
」
字
を
共
通
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
世
代
の
一

人

第
四
甲
第
七
六
名
に
沼
仲
較
の
名
が
見
え
る
。

昨
民
主
、

t
t
 

に
は
違
い
な
い
〉
、
彼
の
本
貫
も
「
開
封
府
開
封
鯨
」
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
既
に
北
宋
年
聞
に
於
て
、

少
な
く
と
も
こ
の
二
人
の
涯
に

つ
い
て
は
、
園
都
開
封
に
そ
の
本
擦
が
移
っ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
代
表
的
な
萄
の
名
族
で
あ
る
沼
氏
に
於
て
も
、
恐
ら
く
は

@
 

官
職
と
の
関
係
で
、
局
地
か
ら
離
れ
て
い
く
人
ペ
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

を
特
に
記
す
の
は
、

「
氏
族
譜
」
が
、
成
都
出
身
の
官
僚
達
に
つ
い
て
、
そ
の
系
譜
関
係
を
鉱
湛
し
、
叉
、

そ
の

一
方
で
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
な
、
族
の
結
合
の
弛
緩
が
、
北
宋
時
代
か
ら
既
に
始
ま
っ
て
い
た
事
の
反
映
で
あ
る

一
族
相
互
の
結
び
つ
き
が
強
い
家
系
が
存
在
し
た
事
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と
言
え
よ
う
。
人
々
が
家
系
を
論
じ
、
そ
れ
を
強
調
す
る
時
、
そ
れ
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
て
い
る
人
々
の
聞
に
於
け
る
、
何
等
か
の
危

機
の
存
在
を
契
機
と
す
る
事
が
多
い
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
「
一
族
の
譜
」
に
つ
い
て
、
顛
著
に
見
ら
れ
る
現
象
で
、
譜
の
「
牧
族
」
機
能

@
 

が
、
危
機
の
回
避
の
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
る
事
は
、
か
ね
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
黙
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
じ
事
が
、
こ
の
「
氏
族
諮
問
」
に
も
見

出
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
氏
族
譜
」
は
、

ひ
と
た
び
確
立
さ
れ
た
「
官
僚
の
家
」
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

し
か
し
、
代
々
官
僚
を
出
し
績
け
て
き
た
家
系
も
、

一
方

で
は
、

「
散
居
」
或
い
は
「
遷
徒
」
に
よ

っ
て
、
そ
の

「
成
都
の
名
族
」
と
し
て
の
性
格
を
饗
じ
つ
つ
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

尋
問
」
が
編
ま
れ
、
こ
う
し
た
「
官
僚
の
家
」
が
振
り
返
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

「
民
族
」
の

441 
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譜
鼠
平
室
田
の
歴
史
に
お
け
る
位
置

『
世
本
』
以
来
、
中
園
に
お
け
る
系
譜
の
書
の
歴
史
は
長
い
が
、
そ
の
中
で
、
こ
の
「
氏
族
譜
」
の
占
め
る
位
置
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
を
確
認
す
る
事
で
、
本
書
の
性
格
を
よ
り
明
確
に
し
た
い
。

唐
代
ま
で
の
「
門
閥
貴
族
の
時
代
」
に
は
、
政
治
的
な
要
請
も
あ
っ
て
、
官
撰
、
私
撰
と
も
に
、
姓
氏
、
系
譜
に
闘
す
る
書
物
が
屡
々
編
ま

れ
た
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
宋
代
に
も
、

『
古
今
姓
氏
常
一回
掛
川
護
』
や

『姓
解
』
と
い
っ
た
書
物
が
あ
る
に
は
あ
る
が
、

@
 

『
姓
解
』
な
ど
は
、
姓
氏
の
字
引
の
如
き
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
朕
態
で
あ
っ
た
事

「
既
に
諮
問
閉
山
干
の
衰
へ
た

時
代
で
あ
る
か
ら
、
姓
氏
の
書
き
方
が
冷
淡
で
あ
っ
て

は
、
内
藤
湖
南
が
夙
に
指
摘
す
る
貼
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
蘇
淘
や
駄
陽
惰
に
よ
っ
て
、
明
清
時
代
に
お
け
る
「
族
譜
」
の
隆
盛
の
端
緒
が
聞
か

@
 

れ
た
時
代
と
し
て
、
宋
代
は
、
譜
皐
の
歴
史
の
上
で
は
位
置
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

う
な
各
地
に
お
け
る
「
名
族
」
を
記
し
た
書
物
と
し
て
、

ま
ず
宋
初
に
は
『
太
卒
嚢
字
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「
氏
族
譜
」
は
、
系
譜
の
書
の
中
で
も
、
成
都
と
い
う
特
定
地
域
に
針
象
を
限
定
し
た
「
名
族
譜
」
の
分
野
に
属
す
る
。
宋
代
に
、
こ
の
よ

ど
の
よ
う
な
も
の
が
編
ま
れ
た
か
を
見
て
み
る
と
、

記
』
の
「
郡
姓
」
の
項
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
、
前
代
以
来
の
「
郡
宰
表
」
の
系
列
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
事
は
、
既
に
池
田
温
氏
に
よ
っ
て
論

@
 

じ
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、
宋
代
の
方
志
の
中
に
は
、

「
姓
氏
」
、

「
著
姓
」
の
巻
を
持
つ
も
の
が
あ
る
。

『
淳
照
新
安
志
』

(省
一
姓
氏
)
、

E 司

紹

照
雲
間
志
』

(
谷
上
姓
氏
)
、

『
嘉
泰
臭
興
志
』
(
倉
一
六
著
姓
)
、

『
嘉
泰
曾
稽
志
』
(
谷
三
姓
氏
〉
な
ど
で
あ
る
。

「
氏
族
譜
」
も
地
方
志
の
一
部

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
事
は
、
第
一
節
で
論
じ
た
が
、

そ
れ
に
比
し
て
、

」
れ
ら
の
項
目
は
、

そ
の
名
前
か
ら
も
推
測
で
き
る
よ
う
に

そ
れ

ぞ
れ
の
土
地
に
郡
撃
を
有
す
る
姓
氏
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

唐
代
以
来
の
俸
統
を

引
く
と
さ
れ
て
い
る

@
 

『
太
卒
蜜
字
記
』
や
『
麿
韻
』
に
見
え
る
郡
墓
に
重
な
る
も
の
が
少
な
く
な
く
、
記
事
内
容
も
、
唐
以
前
の
話
が
多
い
。
そ
の
中
で
、

し
か
も
、

そ
の
姓
氏
は

『
曾
稽

士
山
』
の
み
が
、
そ
の
姓
を
有
す
る
嘗
代
の
有
名
人
に
縮
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
個
人
へ
の
言
及
に
止
ま
っ
て
い
る
。

「
氏
族
譜
L

で
見
て
き
た

よ
う
な
、
科
奉
登
第
者
を
中
心
と
し
た
「
宋
代
的
名
族
L

と
い
っ
た
覗
貼
は
な
い
。



そ
れ
で
は
、
宋
代
の
文
献
で
、
本
室
固
と
同
じ
志
向
を
持
つ
も
の
は
、
他
に
は
無
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、

@

@
 

族
譜
』
と
い
う
侠
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
丁
維
皐
に
よ
っ
て
、
紹
興
二
十
八
年
(
二
五
八
)
に
編
ま
れ
た
も
の
で
、

『
皇
朝
百

『
玉
海
』
に
は
、

そ
の
内

容
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

自
皇
朝
司
馬
氏
以
下
百
官
族
姓
、
皆
析
源
流
疏
波
別
、
志
名
字
昏
姓
、
録
世
譜
家
停
及
行
朕
神
道
碑
額
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
書
物
が
、
車
な
る
「
名
墓
表
」
の
類
で
は
な
く
、
各
姓
の
代
々
に
つ
い
て
の
記
事
を
伴
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
事
が
わ
か

る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、

「皇
朝
百
官
族
姓
」
に
つ

い
て
の
書
物
で
あ
る
と
い
う
貼
で

こ
の
「
百
族
譜
」
で
は
、
宋
朝
の
官
僚
と
し
て

の
地
位
に
、

そ
の
取
捨
の
基
準
が
置
か
れ
て
レ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
書
物
は
、

「
氏
族
譜
」
と
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

『
直
視
淵
書
録
解
題
』
は

こ
の
「
百
族
譜
」
に
つ
い
て

「
僅
得
百
二
十
有
三
家
、
其
闘
遺
向
多
、
未
有
能
績
哀
集
」
と
言
う
。
こ
の
「
闘

を
越
え
る
家
が
そ
の
劉
象
と
な
り
得
た
事
は
、

こ
れ
に
よ
っ
て
も
確
か
で
あ
る
。

「
氏
族
譜
」

代
々
官
僚
を
出
し
緩
け
る
家
系
が
、

前
節
で
、

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
各
族
に

-119ー

遁
」
の
内
容
が
何
な
の
か
は
、
も
は
や
明
ら
か
に
は
鴛
し
得
な
い
が
、

上
越
の
よ
う
な
方
向
で
、

「
百
官
」

の
系
譜
を
記
述
し
た
時
、
百
二
十

つ

い

て

検

討

を

加

え

、

南

宋

の

成

都

府

に

は

成

立

し

て

い

た

事

を

見
て
き
た
。
今
、
「
百
族
譜
」
の
よ
う
に
、
同
様
の
内
容
を
持
つ
書
物
が
、
全
園
的
規
模
で
も
編
ま
れ
た
事
、
し
か
も
、
百
に
齢
る
姓
系
が
そ

の
針
象
と
な
り
得
た
事
は
、
少
な
く
と
も
南
宋
に
入
れ
ば
、
全
園
的
に
見
て
も
、

る
「
名
族
」
が
形
成
さ
れ
て
い
た
事
を
一
示
す
と
言
え
よ
う
。

科
奉
そ
の
他
の
ル
l
ト
に
よ
っ
て
、

「
氏
族
譜
」
の
諸
姓
と
同
じ
く
、
新
し
い
時
代
の
基
準
に
よ

特
定
の
地
域
を
針
象
に
、

そ
の
地
の
名
族
の
系
譜
を
記
し
た
「
名
族
譜
」
の
形
式
は
、

「
氏
族
譜
」
以
後
の
時
代
に
、
ど
の
程
度
受
け
縫
が

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
管
見
の
及
ん
だ
限
り
で
は
、
元
の
も
の
と
し
て
、
『
(
至
正
〉
金
陵
新
志
』
の
「
郡
姓
」
の
項
〈
省
二
二
上
)
が
、
明
代
で

は
、
『
(
洪
武
)
蘇
州
府
志
』
の
「
氏
族
」
の
項
(
倉
一
六
)
が
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
「
郡
姓
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
明
代
の
書

物
で
、
本
書
と
関
連
す
る
も
の
と
し
て
は
、
む
し
ろ
、
新
安
に
つ
い
て
の
「
大
族
志
」
を
奉
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
多

443 
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賀
秋
五
郎
氏
に
論
考
が
あ
る
。
こ
の
「
大
族
志
」
に
は
、
二
種
類
の
も
の
が
、
日
本
に
残
っ
て
お
り
、

族
志
』
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
東
大
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
の
『
新
安
休
寧
名
族
志
』
で
、
い
ず
れ
も
明
代
に
編
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

@
 

る

。

そ

こ

へ

の

遷

徒

と

、

一
つ
は
、
東
洋
文
庫
所
蔵
の
『
新
安
大

り

「
新
安
大
族
志
」
の
方
は
、
各
「
大
姓
」
に
つ
い
て
、

嘗
代
に
基
準
の
あ
る
貼
で
は
同
じ
で
あ
る
が
、

ロ
巴
ご
と
に
、

族
中
の
名
人
の
存
在
に
つ
い
て
記
す
に
止
ま

や
や
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
。

こ
れ
に
劉

系
譜
記
述
を
重
視
す
る
「
氏
族
譜
」
と
は
、

し

「
休
寧
」
の
方
は
、
系
譜
閥
係
や
代
々
に
お
け
る
出
仕
、
官
職
へ
の
言
及
等
、

そ
の
絞
述
内
容
が
類
似
し
て
い
る
。
今
、
そ
の
内
容
を
つ

ぶ
さ
に
検
討
す
る
徐
裕
は
な
い
が
、
元
代
以
降
の
も
の
で
、

「
氏
族
譜
」
と
同
じ
形
式
を
持
つ
も
の
と
し
て
は
、

目
陪
し
得
た
限
り
で
は
、
こ

れ
の
み
の
よ
う
で
あ
る
。

「
氏
族
譜
」
の
如
き
形
式
の
書
は
、
あ
ま
り
流
行
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。

唐
代
及
び
そ
れ
以
前
に
於
て
は
、
各
地
で
「
名
族
譜
」
が
編
ま
れ
た
。
各
種
の
目
録
へ
の
著
録
に
よ
っ
て
、
多
く
の
も
の
が
、
そ
の
名
の
み

@
 

は
知
り
得
る
し
、
敦
煙
か
ら
は
、
「
敦
埋
名
族
志
」
の
断
巻
も
護
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
で
は
、
こ
う
し
た
書
物
を
作
り
、
族
の
ラ
ン
ク

付
け
を
行
う
事
は
、
そ
の
ま
ま
官
吏
の
登
用
や
婚
姻
闘
係
な
ど
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
存
在
意
義
を
持
っ
て
い
た
事
は
、
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
宋
代
に
お
け
る
「
官
僚
の
家
」
の
維
持
は
、

父
組
の
地
位
に
よ
る
種
々
の
ル

l
ト
が
あ
り
、
そ
れ
が
現
貫

に
は
頻
用
さ
れ
て
は
い
る
と
い
っ
て
も
、
結
局
は
登
第
と
い
う
、
個
人
の
資
質
に
依
存
す
る
部
分
で
の
成
功
を
、
そ
の
前
提
と
し
て
い
る
。
従
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こ
う
し
た
書
物
の
現
質
面
で
の
存
在
意
義
は
薄
れ
て
し
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。
唐
以
前
の
も
の
と
最
も
近
い
と
思
わ

れ
る
『
皇
朝
百
族
譜
』
が
、
丁
維
皐
と
い
う
、
そ
の
俸
記
も
定
か
で
な
い
人
物
の
私
撰
に
す
ぎ
な
い
の
は
、
そ
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
る
。

族
譜
」
に
し
て
も
、
科
奉
や
出
仕
の
面
で
審
れ
の
あ
る
家
々
に
つ
い
て
絞
述
し
て
い
る
と
い
う
貼
で
、

っ
て
、
宋
代
以
後
に
は
、

-， 

氏

「
衣
冠
盛
事
」
の
書
の
成
都
版
と
し
て

の
方
向
を
持
つ
事
は
否
め
な
い
。
こ
の
現
質
的
機
能
の
無
さ
が
、
本
書
が
宋
代
に
お
け
る
唯
一
の
例
で
あ
り
、
同
種
の
書
の
目
録
類
へ
の
著
録

す
ら
稀
れ
で
あ
る
と
い
う
現
肢
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
名
族
譜
」
と
い
う
古
い
皮
袋
に
、

「
科
翠
官
僚
」
と
い
う
新
し
い
酒
を
盛
る

事
に
は
、
無
理
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。



結

び

以
上
、

「
成
都
氏
族
譜
」
な
る
書
物
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
成
立
年
代
の
確
定
の
作
業
か
ら
始
め
て
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
人
々
に
つ
い
て

「
氏
族
」
の
書
で
あ
る
本
書
は
、
そ
の
出
設
に
於
て
、
既
に
そ
の
劃
象
を
限
定
し
て
い
る
と
言
え
る
。
本
書
の
内
容
は
、
宋
代

考
え
て
き
た
。

も
多
い
。

の
官
僚
祉
舎
の
一
つ
の
面
に
し
か
過
ぎ
ま
い
。
や
は
り
、
布
衣
か
ら
出
仕
し
た
人
々
は
多
か
っ
た
ろ
う
し
、
そ
の
子
孫
を
追
跡
で
き
な
い
高
官

し
か
し
、
成
都
府
と
い
う
一
地
方
祉
舎
に
於
て
す
ら
、
か
な
り
の
数
の
家
が
、
代
々
官
僚
を
出
し
績
け
て
い
た
例
が
、
本
書
に
見
出

所
謂
「
別
途
出
仕
」
の
ル
l
ト
が

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
事
も
、

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
確
か
な
一
面
で

せ
、
そ
の
維
持
に
は
、

あ
り
、
従
来
の
研
究
は
、
そ
の
面
を
閑
却
し
て
い
た
。

事
も
、
本
書
の
中
に
見
出
せ
る
事
貫
で
あ
る
。

た
だ
、
唐
代
以
前
と
は
遣
っ
て
、
こ
の
新
し
い
「
名
族
」
は
、
常
に
不
安
定
で
あ
っ
た

「
氏
族
譜
」
は
清
朝
以
来
屡
々
利
用
さ
れ
て
き
て
い
る
。

例
で
あ
り
、
近
時
に
於
て
も
、
『
宋
人
俸
記
資
料
索
引
』
は
、

中
園
で
は
、

『
十
園
春
秋
』
や
『
宋
元
皐
案
補
遺
』
は
、
そ
の
有
名
な
書
物
で
の

本
書
を
牧
録
の
劃
象
と
し
て
い
る
(
た
だ
、
そ
の
項
目
の
採
り
方
に
問
題
の
あ
る
鮎

-121ー

我
園
の
研
究
者
が
本
書
を
利
用
し

し
か
し
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
は
、
宋
代
編
纂
の
「
名
族
世
間
」
で
あ
り
、
そ
の
利
用
債
値
は
大

き
い
と
言
え
る
。
小
論
で
は
、
「
氏
族
盛
岡
」
そ
の
も
の
と
、
そ
こ
に
見
え
る
「
氏
族
」
の
概
況
に
つ
い
て
と
の
紹
介
に
終
わ
っ
た
が
、
個
々
の

と
く
に
、
家
門
の
維
持
と
、
彼
等
の
官
界
に
お
け
る
位
置
と
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
つ
も
り
で
あ
る
。

に
つ
い
て
は
、

『
史
林
』
六
O
|
四
所
載
の
制
稿
参
照
〉
。
こ
れ
に
射
し、

た
例
は
、
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。

家
系
の
分
析
、

445 

註①
本
書
の
書
名
に
つ
い
て
は
、
『
全
局
襲
文
士
山
』
で
は
、
車
に
「
氏
族

議
開
」
と
稽
し
、
後
述
す
る
如
く
、
よ
り
大
き
な
書
物
の

一
部
で
あ
っ
た
事

を
想
わ
せ
る
。
一
方
、
車
行
本
と
し
て
扱
う
「
遁
園
叢
書
本
」
や
「
屋
氏

奮
戴
本
」
で
は
、
「
成
都
氏
族
譜
L

と
、
よ
り
内
容
に
熔
じ
た
名
を
冠
す

「
は
じ
め
に
」
で
も
鯛
れ
た
よ
う
に
、

る
。
以
下
で
は
、
繁
を
避
け
る
潟
、
「
氏
族
譜
」
と
略
稽
す
る
。

②
後
段
で
論
ず
る
如
く
、
本
垂
直
の
主
た
る
劉
象
は
、
科
摩
登
第
者
を
中
心

に
、
代
々
官
僚
を
出
し
綴
け
た
家
系
で
あ
る
。
「
官
戸
」
の
語
で
は
、
そ

れ
に
伴
う
法
制
的
な
側
面
が
気
に
な
る
魚
、
こ
う
し
た
家
系
を
「
官
僚
の
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家
」
と
呼
び
た
い
。

③

青

山
氏
に
は
、
江
西
か
ら
始
ま
っ
て
、
四
川、

繭
建
、
華
北
、
華
南

と
、
各
地
域
別
に
官
僚
の
系
譜
を
追
跡
し
た
論
考
が
あ
る
が
、
小
論
に
関

連
す
る
も
の
と
し
て
は
、
「
宋
代
に
お
け
る
四
川
官
僚
の
系
譜
に
つ
い
て

の
一
考
察
」
(
和
田
博
士
古
稀
記
今
公
東
洋
史
論
毅
一
九
六
一
)
が
あ
る
。

叉
、
伊
原
氏
に
は
、
四
川
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、
「
南
宋
四
川
に
お
け

る
定
居
士
人
成
都
府
路

・
梓
州
路
を
中
心
と
し
て
」
(
東
方
皐
五
四

一
九
七
七
〉
が
あ
る
。
衣
川
氏
の
論
考
に
つ
い
て
は
、
註
⑪
で
扱
う
。

④

こ
の
紗
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
入
手
に
際
し
て
は
、
窪
湾
大
間
干
の

王
価
問
毅
数
授
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
御
穂
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
る
。

⑤
政
文
に
は
、
「
雌
白
全
萄
義
文
志
、

而
亦
自
可
軍
行
」
と
あ
る
。

⑤
例
は
多
い
が
、
二
、
三
を
摩
げ
る
。

川
口
官
民
で
、
常
珠
の
子
の
名
を
績
と
す
る
貼
(
他
の
諸
本
は
、
績
や

績
に
作
る
)

回
郭
氏
で
、
諮
本
に
見
え
る
倣
沼
を
、
こ
の
二
本
の
み
が
生
じ
て
い

な
い
貼

ω郭
氏
で
、

「
今
惟
徳
柄
」
の
四
字
を
脱
す
る
貼

な
お
、
右
の
例
の
よ
う
に
、
「
氏
族
譜
」
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
同
姓

に
よ
る
混
乱
を
避
け
る
潟
、
本
書
に
登
場
す
る
順
序
に
よ
る
番
放
を
付

す
。
一

O
五
頁
に
姓
氏
を
列
記
し
た
の
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑦
『
全
局
襲
文
志
』
に
は
明
版
が
存
し
、
静
嘉
堂
文
庫
、
骨
相
続
閣
文
庫
に

漉
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
此
腐
で
は
、
テ
キ
ス
ト
も
信
頼
で
き
、
通
行
本
と

し
て
披
見
に
も
便
な
、
「
遊
園
地
川
書
所
内
本
」
に
よ
っ
て
、
以
下
引
用
し

た
。
し
か
し
、
「
氏
族
譜
」
に
は
完
好
な
テ
キ
ス
ト
は
存
在
せ
ず
、
依
落

の
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
に
も
燭
れ
る
〈
註
②
〉
。

③
『
全
局
襲
文
志
』
所
枚
の
費
者
の
著
述
に
は
、
こ
の
「
民
族
諸
」
の
他

に
、
「
成
都
志
序
」
〈
省
三

O
〉
、
「
萄
名
登
記
」
(
容
四
二
)
、
「
成
都

周
公
稽
殿
聖
賢
悶
考
」
(
谷
四
八
〉
、
「
器
物
譜
」
〈
袋
五
六
上
〉
、
「
帥
腕

紙
譜
」

(
谷
五
六
上
)
、
「
萄
錦
譜
」
(
各
五
六
下
)
、
「
銭
幣
譜
」
〈
各

五
七
)
、
「
堵
幣
譜
」
(
容
五
七
)
、
「
歳
華
紀
麗
譜
」
(
各
五
八
)
の
諸

篇
が
あ
る
。

⑨

至
正
の
「
成
都
志
」
に
つ
い
て
は
、
張
図
溢
の

『
中
園
古
方
志
考
』

(
北
京
一
九
六
二
)
も
取
り
上
げ
て
お
り
(
六
七

O
頁
)
、
や
は
り
、
「
放

筆
紀
麗
譜
」
、「
築
紙
譜
」
、
「
萄
錦
譜
」
に
つ
い
て
、
「
此
疑
後
人
自
費
氏

成
都
志
銀
出
者
」
と
述
べ
て
い
る
。

⑮
孝
宗
に
つ
い
て
は
、

曲
目
氏
に
「
(
呂
凝
之
)
叉
以
易
摩
受
知
孝
廟
」
、

白
馬
氏
に
「
孝
宗
初
元
〈
馬
駿
)
遜
起
居
合
人
」
と
見
え
、
淳
照
に
つ

い

て
は
、

国
申
氏
に
「
孫
(
申
)
伯
時
、
登
淳
照
元
年
進
士
第
」
と
見
え
る
。

⑪
「
外
省
」
の
語
、
あ
ま
り
見
か
け
な
い
語
で
は
あ
る
が
、

『鶴
山
先
生

大
全
集
』
谷
二
四
の
「
薦
三
省
元
奏
」
に
「
宋
徳
之
以
類
元
鵡
第
三
名
恩

例
、
初
任
文
林
郎
趨
川
府
節
度
推
官
」
と
あ
り
、
彼
は
中
央
で
の
試
験
を

受
け
て
は
お
ら
ず
、
「
類
省
試
」
と
同
義
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
南
宋
館
閤
綴
鎌
倉
九
貫
録
院
同
修
撰

活
仲
官
製
(
慶
元
)
四
年
三
月
、
以
中
書
舎
人
余
。
五
年
五
月
、
魚

吏
部
侍
郎
伺
粂
。

宋
史
全
文
純
資
治
通
鑑
怨
二
九

慶
元
五
年
正
月
庚
子

中
書
舎
人
間
仲
襲
駁
奏
(
下
略
〉

南
宋
館
閣
級
銀
各
八
著
作
郎

費
士
寅
(
慶
元
U

一
一
一
年
間
六
月
除
。
四
年
二
月
起
居
合
人
。

-122ー
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爾
朝
綱
目
備
要
容
六
段
元
六
年
十
月
美
巴

時
費
士
寅
黛
左
遷
侍
郎
ハ
下
略
〉

宋
史
全
文
綴
資
治
通
鑑
省
二
九
嘉
泰
三
年
二
月
乙
己

吏
部
向
書
費
土
寅
簸
書
極
密
院
事

⑬
こ
の
序
文
に
は
、
「
慶
元
己
未
(
五
年
)
孟
秋
望
日
」
と
日
付
が
あ
る
。

⑮
口
社
氏
に
「
杜
湖
世
以
死
節
穎
〈
中
略
〉
事
詳
見
子
先
賢
士
宮
矢
」
と
あ

り
、
叉
同国
張
氏
に
、
「
其
父
続
日
白
雲
先
生
、
大
節
見
園
史
、
事
見
先
賢

篇
」
と
あ
る
。

⑮
こ
の
結
論
は
、
註
⑧
で
事
げ
た
、
費
著
の
名
を
冠
し
た
文
献
の
う
ち
、

他
の
「
譜
」
と
稽
す
る
も
の
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
「
銭
幣
譜
」
で
は
淳
照
五
年
が
、
「
椿
幣
譜
」
で
は
紹
回
一
五
年
が
、

そ
れ
ぞ
れ
、
文
中
に
見
え
る
年
代
の
下
限
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
裏
付

け
よ
う
。

⑫

例

え

ば
、
「
行
記
」
の
部
分
に
は
、

陸
務
の
「
入
萄
記
」
〈
轡
六
一
)
、

池
成
大
の
「
呉
船
録
」
〈
各
六
二
)
も
枚
め
ら
れ
て
い
る
が
、
前
者
の
入

局
以
前
や
、
後
者
の
出
萄
後
が
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
の
は
と
も
か
く
、
牧

録
部
分
で
も
、
記
事
や
字
句
に
、
削
除

・
幾
改
の
加
え
ら
れ
て
い
る
箇
所

が
あ
る
。

⑬
(
前
略
〉
記
今
白
人
物
外
載
氏
族
。
不
徒
以
補
前
之
鉄
、
亦
以
表
{
木
以

来
世
系
之
盛
。
凡
第
次
以
起
家
後
先
而
見
之
、
今
者
書
其
名
、
不
書
其

事
、
皆
法
也
。

⑬
不
明
と
は
言
っ
て
も
、
郵
氏
の
起
家
は
、
郵
結
の
登
第
で
あ
り
、
彼
が

王
安
石
に
見
出
さ
れ
た
の
が
照
寧
三
年
で
あ
る
か
ら
(
宋
史
容
三
二
九
本

停
)
、
こ
の
位
置
で
お
か
し
く
な
い
し
、
李
氏
の
場
合
も
、
「
承
議
郎
通
判

叙
州
李
君
墓
誌
銘
」
(
鶴
山
先
生
大
全
集
各
八
一
〉
に
よ
れ
ば
、
嘉
謀
・

重
加
猷
の
二
人
の
登
第
が
乾
道
二
年
で
あ
り
、
二
人
の
父
で
あ
る
大
年
が
、

初
め
て
出
仕
し
た
人
物
ら
し
い
か
ら
、
こ
の
位
置
は
安
笛
で
あ
ろ
う
。

③
尋
問
」
に
言
及
す
る
例
と
し
て
は
、
「
是
子
孫
行
率
不
類
、
按
譜
始
可

類
耳
」
(
印
字
文
氏
)
、
「
其
居
休
者
、
卸
荘
恵
公
延
渥
之
後
、
諮
問
問
、
延

渥
後
更
名
渥
、
有
女
孝
章
皇
后
」
(
国
宋
氏
)
な
ど
が
あ
る
。

⑫
丹
淵
集
省
三

九

「

龍
州
助
教
郭
君
墓
誌
銘
」

②
攻
抽
腕
集
各
一

O
九
「
文
安
郡
夫
人
房
氏
墓
誌
銘
」

③

攻

腕
集
径
一

O
九
「
贈
銀
背
光
線
大
夫
字
文
公
墓
誌
銘
」

⑫
伺
李
氏
で
は
、
「
凡
散
居
異
邑
者
、
多
不
書
」
と
明
言
す
る
し
、
円
常

氏
で
は
、
常
氏
の
出
身
地
で
あ
る
珂
州
に
留
ま
っ
た
一
一
阪
に
つ
い
て
、

「
(
常
)
選
子
守
元
留
却
、
其
後
多
通
頼
、
以
殺
他
郡
故
不
書
」
と
、
劉

象
か
ら
除
外
す
る
。

②
白
張
氏
で
は
、
張
起
の
三
子
の
う
ち
、
成
都
へ
従
っ
て
き
た
太
寧
の
子

孫
を
記
述
の
封
象
と
し
、
他
の
二
兄
弟
に
つ
い
て
は
、
新
律
問
肺
と
眉
山
懸

に
徒
っ
た
事
を
記
す
の
み
で
あ
る
。

⑧
新
法
の
「
不
使
」
や
茶
法
の
曹
一
口
を
論
じ
た
臭
師
孟
(
付
奥
氏
〉
、

司
馬

光
と
共
に
洛
陽
に
い
た
李
陶
(
伺
李
氏
)
、
薬
京
に
抵
抗
し
た
郭
倫

(
旬

郭
氏
)
な
ど
そ
の
例
は
多
い
。
叉
、
後
述
す
る
伺
李
氏
の
李
大
臨
も
奮
法

源
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

②
以
下
、
い
く
つ
か
の
系
闘
を
掲
げ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
登
第
者
を
「
ア
」
、

出
仕
者
を
「
。
」
に
よ
っ
て
示
す
。

③
目
玉
氏
の
篠
の
う
ち
、
以
下
の
行
論
に
関
係
す
る
部
分
を
、
ま
と
め
て

掲
げ
て
お
く
。

(
前
略
)
四
世
坦
鎚
郡
人
、
贈
通
奉
大
夫
。
子
易
・
定
図
・
質
。
定

園
登
治
卒
四
年
第
、
更
名
脇
島
。
〈
中
略
)
苑
子
栂
以
究
蔭
補
鰐
仕
郎
、

qo 
n
L
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賀
補
登
仕
郎
。
究
三
子
日
機
補
登
仕
郎
、
随
究
室
南
方
、
充
慶
西
経
略
司

内
機
法
、
激
至
出
国
州
染
療
卒
。
朝
廷
以
機
死
、
特
命
長
子
換
以
官
、
崎
駅
官

至
従
政
郎
。
日
機
補
将
仕
郎
。
日
棟
補
承
務
郎
、
累
官
朝
奉
大
夫
通
剣
巴

州
。
様
子
熊
将
仕
郎
、

門甘一
卒
於
承
議
郎
。

③

「

氏
族
譜
」
の
系
譜
記
述
は
、
唐
末
五
代
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
が
多
い

が
、
こ
の
表
で
は
、
宋
代
の
人
物
で
あ
る
事
が
推
定
で
き
る
人
物
か
ら
後

を
封
象
と
し
た
。
叉
、
本
書
に
は
、
「
登
第
者
幾
人
、
出
仕
者
幾
人
」
と
、

そ
の
数
の
み
を
記
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
名
の
見
え
な
い
者
に
つ
い
て

は
、
刑
判
象
と
し
な
か
っ
た
。
登
第
・
出
仕
に
つ
い
て
は
、
本
書
に
明
記
さ

れ
て
い
な
く
と
も
、
宋
代
の
文
献
で
確
認
で
き
た
者
に
つ
い
て
は
数
え

た
。
登
科

・
登
第
者
は
出
仕
し
た
も
の
と
し
て
扱
う
。
叉
、
註
②
で
鯛
れ

る
よ
う
に
、
飲
落
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
「
0
・」
を
付
し
た
。

@
口
浩
氏
、
伺
李
氏
な
ど
、
多
く
の
出
仕
者
を
出
し
た
家
系
で
は
、
微
賎

な
者
に
つ
い
て
は
、
後
引
の
沼
氏
の
例
の
よ
う
に
、
そ
の
記
述
を
省
略
す

る
事
も
あ
り
、
よ
り
多
く
の
人
物
が
出
仕
し
て
い
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

@
張
氏
や
文
氏
は
、
直
接
の
父
祖
で
あ
る
場
合
で
あ
る
が
、
部
氏
は
、
部

濯
の
孫
の
博
が
、
部
充
に
兄
事
し
た
潟
、
「
郡
氏
在
萄
、
於
是
潟
故
家
」

と
「
氏
族
譜
」
は
言
う
。

②

包

張

氏
や
鈎
馬
氏
に
は
飲
務
が
あ
り
、
代
倣
等
を
確
定
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

③
註
@
参
照
。

⑧
寒
氏
父
子
に
つ
い
て
は
、
宋
史
容
三
二
九
に
、
郡
結
父
子
に
綴
い
て
側

が
あ
る
。

③
個
楚
氏
に
は
、
三
名
の
登
第
者
が
い
る
が
そ
の
地
位
は
記
さ
れ
て
お
ら

ず
、
他
の
史
料
に
も
そ
の
名
が
見
え
ぬ
所
か
ら
考
え
て
、
官
界
で
の
地
位

は
低
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑧
問
張
氏
の
僚
は
、
次
の
も
の
で
全
文
で
あ
る
。

ハ
歓
)
世
田
大
同
。
登
紹
興
進
士
、
月
号
数
授
成
都
、
解
官
不
復
出
、

三
奉
洞
緑
、
多
著
書
、
放
淡
務
先
生
。
子
敬
修
、
従
子
章
修
、
皆
登

科
。
故
邑
人
推
篤
儒
家
。

③
註
⑬
参
照
。

@
こ
れ
は
、
「
謬
案
」
と
く
に

「
補
選
」
が
、
本
書
を
材
料
と
し
て
重
用

し
て
い
る
と
い
う
事
に
も
よ
る
。

⑨
李
時
薙
に
つ
い
て
は
、
大
観
二
年
の
日
付
を
有
す
る

「
聖
作
碑
」
に
、

筆
者
と
し
て
「
通
直
郎
宣
目
撃
樽
士
李
時
薙
」
の
名
が
見
え
る
(
張
氏
士
口
金

貞
石
銀
各
一
)
。
李
時
敏
は
、

『査
史
禽
要
』
谷
六
に
、
「
官
至
朝
請
郎
」

と
あ
る
。

@
「
氏
族
世
間
」
に
は
、
「
賞
延
凡
二
世
」
と
あ
り
、
『
輩
史
合
同
要
』
容
二

に
も
、
李
大
臨
の
曾
孫
蕃
な
る
者
に
つ
い
て
の
僚
が
あ
る
。

な
お
、
こ
の
伺
李
氏
に
つ
い
て
は
、
一
一
五
頁
以
下
で
更
に
論
じ
、
史

料
に
つ
い
て
も
、
そ
こ
に
引
く
。

@
こ
う
し
た
こ
と
は
、
「
氏
族
譜
」
に
見
え
る
家
以
外
に
も
類
例
が
あ
る
。

宋
代
に
お
け
る
「
名
門
中
の
白
眉
」
と
言
わ
れ
た
河
南
の
呂
氏
に
つ
い

て
、
十
二
代
に
亙
っ
て
追
跡
し
た
衣
川
強
氏
の
論
文
が
あ
り
(
「
宋
代
の

名
族
|
河
南
呂
氏
の
場
合
」
『
人
文
論
集
』
九
|

一
-
一
一
一
九
七
三
)
、
そ

の
中
で
氏
は
、
北
宋
時
代
に
は
三
代
綴
け
て
宰
相
を
出
し
、
政
機
の
中
極

に
い
た
呂
氏
が
、
や
が
て
「
撃
者
の
家
」
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
家

門
の
維
持
」
を
計
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

@
「
宋
代
官
僚
制
と
大
土
地
所
有
」

(
『
紅
禽
構
成
史
大
系
』

O〉

-124ー
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@

一

O
六
頁
参
照
。

@
(
張
深
〉
子
孫
多
以
賞
得
官
、
子
志
償
、
孫
徽
之
・
安
之
、
皆
郡
守
。

@
靖
康
元
年
虜
窟
作
、
西
蒐
亦
張
奄
至
城
下
。
凡
三
旬
援
兵
不
至
、
城

陥
。
(
杜
〉
淘
世
先
火
其
家
、
乃
自
給
死
。
事
問
、
特
贈
正
議
大
夫
、
命

官
其
後
十
人
五
子
。
健
・
沈
以
賞
得
官
、
孫
逸
老
・
俊
老
・
廷
老
、
曾
孫

光
組
・
大
臨
以
忠
義
遁
濠
得
官
。

⑬
王
氏
に
つ
い
て
は
、
註
⑧
参
照
。
こ
の
他
、
建
炎
四
年
(
一
一
一
一
一

O
)

に
後
生
し
た
劉
惟
輔
軍
の
敗
北
に
際
し
て
死
ん
だ
劉
蟻
に
闘
し
て
、
彼
の

兄
弟
が
、
「
賞
」
せ
ら
れ
て
い
る
。
ハ
同
国
劉
氏
〉
。

@
紹
興
七
年
(
一
一
三
七
)
、
中
書
舎
人
組
恩
誠
が
行
な
っ
た
次
の
上
一
言

を
見
て
も
(
宋
史
容
一
五
九
選
場
志
五
〉
、
南
郊
一
つ
を
取
り
上
げ
て

も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
出
仕
す
る
者
が
如
何
に
多
か
っ
た
か
が
わ
か
る
。

孤
寒
之
士
、
名
在
選
部
、
皆
待
数
年
之
閥
、
大
率
十
年
不
得
一
任
。

今
親
洞
之
裁
、
任
予
約
四
千
人
、
是
十
年
之
後
、
増
寓
二
千
員
、
科

翠
取
士
不
輿
駕
。
終
見
寒
土
有
三
十
年
不
得
調
者
失
。

⑬
僅
か
に
、
同
じ
く
「
別
途
」
の
一
つ
で
あ
る
「
進
納
補
官
」
に
つ
い
て
、

貌
美
月
氏
に
「
宋
代
進
納
制
度
に
つ
い
て
の
一
考
察
特
に
そ
の
救
令
の

沿
革
表
を
中
心
に
」
ハ
待
粂
山
論
叢
七
一
九
七
四
)
が
あ
る
程
度
で
あ

る。

@
官
僚
組
織
の
側
か
ら
言
っ
て
も
、
こ
う
し
た
ル
l
ト
は
、
中
下
級
の
官

僚
の
供
給
源
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
思
蔭
に
代
表
さ
れ
る
こ

う
し
た
ル
l
ト
に
依
っ
た
人
々
が
、
同
じ
官
僚
組
織
の
中
で
も
、
科
奉
か

ら
出
て
来
た
人
々
と
は
、
お
の
.
す
か
ら
異
な
っ
た
位
置
を
占
め
て
い
た
の

で
は
な
い
か
、
と
す
る
梅
原
郁
氏
の
一
示
唆
は
、
傾
聴
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

(
「
青
唐
の
馬
と
四
川
の
茶
」
東
方
皐
報
京
都
四
五
一
九
七
三
二
二

四
頁
)
。

@
同
王
氏
の
僚
の
全
文
を
掲
け
て
お
く
。

王
氏
芝
太
原
、
唐
末
避
飢
入
萄
居
都
日
彦
。
生
四
子
、
次
子
日
延
寄

生
四
子
。
次
子
日
景
叉
生
四
子
、
以
孝
名
、
邑
人
披
王
孝
子
。
上
爾

世
皆
組
、
而
景
諸
子
日
慶
租
・
慶
柔
・
慶
徐
・
慶
宗
、
侍
世
特
盛
。

散
居
成
都
・
永
康
・
資
中
・
富
順
。
惟
慶
宗
之
後
不
遜
。
至
曾
孫

隙
、
登
大
綱
第
位
、
至
郡
守
。
玄
孫
撲
篤
朝
議
大
夫
、

賞
侍
至
孫
。

官
院
子
孫
、
或
賞
或
第
、
大
抵
相
似
也
。
毎
歳
上
巳
、
閥
族
無
遠

近
、
共
修
柁
事
於
蘇
東
之
坐
。
人
猶
指
盛
岡
孝
子
家
。

@
国
劉
氏
の
僚
に
、
「
郷
人
以
其
五
世
不
異
籍
、
尤
義
之
」
と
あ
る
。
な

ぉ
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
は
、
「
義
」
を
「
異
」
に
作
る
。

@

一

O
六
頁
参
照
。

@
国
宋
氏
、
国
郵
氏
な
ど
に
、
こ
う
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。

⑧

問

何
氏
の
係
か
ら
、
行
論
に
関
連
す
る
部
分
を
抄
出
し
て
お
く
。

(
何
)
偉
登
太
卒
輿
園
進
士
第
(
中
略
)
七
子
e

子
孫
散
居
成
都
・

崇
慶

・
途
・
閥
・
彰
之
崇
留
守
・
永
康
之
導
江
。

(
中
略
)
偉
三
世
孫

邦
基
登
元
盟
第
、
官
至
朝
議
大
夫
、
賞
及
従
子
孫
。
叉
三
世
俊
茂
登

紹
興
第
。
徒
崇
慶
者
、
偉
従
子
総
甫
。
繕
甫
曾
孫
援
登
大
観
第
。
玄

孫
碩
・
願
・
預
叉
世
科
。
而
家
成
都
日
騰
、
登
紹
興
第
至
郡
守
、
亦

自
締
役
云
。

同
李
氏
の
傑
か
ら
、
行
論
に
関
連
す
る
部
分
を
抄
出
し
て
お
く
。

叉
三
世
田
惟
吉
。
倦
士
ロ
三
子
日
荘
日
允
日
毅
。
荘
以
鳳
平
行
名
、
毅
以

科
第
頭
、
叉
一
世
盛
会
。
荘
子
大
厚
博
撃
工
文
詞
。
(
中
略
)
大
厚
及

長
子
陸
向
登
第
、
後
三
年
子
降
亦
登
。
陸
五
奥
州
競
循
吏
、
降
行
義

克
著
。
(
中
略
〉
階
大
厚
季
子
也
、
有
子
時
亮
、
伯
父
陸
欲
官
之
(
中
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略
)
含
陸
子
従
政
郎
時
任
卒
、
時
亮
盈
迫
滋
、
以
輿
時
任
之
子
議
。

後
時一
問
先
二
子
登
第
、
三
子
以
恩
得
官
、
諸
孫
一

以
壁
間
心
得
官
、
一

登

第
去
。
允
子
大
臨
第
進
土
、
仕
至
天
章
閣
待
制
。
(
中
略
〉
子
陶

・

附
、
陶
従
司
馬
光
子
治
、
省
時
大
老
皆
喜
之
。

(
中
略
)
陥
通
達
明

敏
、
吏
事
有
能
名
、
尤
工
於
書
。

子
時
雄

・
時
敏
皆
世
其
祭
、
時
雄

高
廟
裕
之
。
弟
兄
多
額
者
、
賞
延
凡
二
世
。
毅
嘉
蹴
二
年
進
士
、
李

氏
初
起
家
者
。

仕
至
殿
中
丞
。

子
大
折
、
大
所
生
公
演
、
公
務
生

謀
、
議
生
銀
、
凡
四
位
登
科
。
大
析
穆
行
、
議
能
文
・
挙
。
議
以
下
従

導
江
。

系
闘
中
、
李
蕃
に
つ
い
て
は
註
@
参
照
。

⑧

胡
宿
『
文
恭
集
』
省
一

九
に
、
「
彰
釆
男
景
行
可
孝
雄
敏
行
可
太
税
制
」

な
る

一
文
が
あ
る
。
彼
等
が
任
ぜ
ら
れ
た
官
が
、
恩
蔭
に
よ
っ
て
出
仕
し

た
人
物
に
輿
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
事
は
、
梅
原
郁
氏
の
整
理
に
よ
る

(「宋
初
の
寄
蔽
官
に
つ
い
て
」
東
方
謬
報
京
都
四
八

一

九
七
五
)
。

@

蘇
献
の
「
沼
忠
文
公
銀
墓
誌
銘
」
(
名
医
碑
傍
碗
説
明
之
集
中
谷
一
八
)

に
は
、
「
八
ム
晩
家
子
許
。
許
人
愛
而
敬
之
。
其
義
也
、
里
人
皆
出
品
仰
。
以

元
祐
四
年
八
月
己
未
、
葬
子
汝
之
袈
城
腕脚
汝
安
郷
推
賢
盟
」

と
あ
る
。

@

沼

百
嘉
に
つ
い
て
は
「
承
事
郎
池
君
墓
誌
銘
」
、
活
百
裁
に
つ
い
て
は

「
開
封
府
太
康
豚
主
待
相
出
君
墓
誌
銘
」
が
、
い
ず
れ
も

『
泊
太
史
集
』
袋

三
九
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
。

@

『

方
舟
集
』
倉

一
五
に
「
活
元
功
墓
誌
銘
」
が
あ
り
、
「
元
功
先
衡
人
、

親
忠
文
公
之
曾
孫
、

生
於
許
L

と
あ
る
(
元
功
は
、
圭
の
字
)
。

@
官
僚
と
な
っ
た
者
が
、
そ
の
故
郷
を
離
れ
て
、
都
や
任
地
へ
従
っ
て
い

く
事
に
つ
い
て
は
、
佐
一
沙
雅
章
氏
に
「
北
宋
士
大
夫
の
徒
居
と
貴
田
l
主

に
東
妓
尺
艇
を
資
料
と
し
て
」
(
史
林
五
四
|
一
一
一
九
七
一
)
が
あ
り
、

四
川
出
身
の
官
僚
が
「
態
穆
官
湯
」
の
震
、
と
く
に
多
く
郷
里
を
捨
て
た

事
を
論
じ
て
い
る
。
官
僚
の
遜
徒
に
つ
い
て
は
、
青
山
定
雄
氏
も
、
そ
の

一
連
の
官
僚
系
譜
に
闘
す
る
論
考
(
註
③
参
照
)
で
燭
れ
て
い
る
。

@

清

水
盛
光
若

『
支
那
家
族
の
構
造
』
(
一
九
四
二
)
前
篇
第
二
章
第
二

節
二
「
宋
代
に
お
け
る
族
組
織
化
の
試
み
」
に
は
、
蘇
淘
の
場
合
を
材
料

と
し
て
、
「
譜
の
牧
族
機
能
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
(
一
二
五
頁
)。

@
『
支
那
史
問
宇
史
』

(全
集
第
二
容
所
校
)
二

O-O頁。

@

蘇
淘
、
欧
陽
怖
の
修
譜
に
つ
い
て
は
、
牧
野
巽
「
明
清
族
譜
研
究
序

設
」
(
東
方
純
平
報
東
京
六
一

九
三
六
、
後

『
近
世
中
園
宗
族
研
究
』
に

所
枚
)
に
詳
し
い
。

@

「
唐
代
の
郡
蛍
晶表

|
九
・
十
世
紀
の
敦
煙
篤
本
を
中
心
と
し
て
」
(
東

洋風干
報
四
二
!
三
、
四
)

後
述
す
る

『僚
韻
』
の
郡
笠
表
に
つ
い
て

も
、
こ
の
論
文
の
お
か
げ
を
こ
う
む
っ
た
。

@

「
奥
田
同
士
ど
は
、
ほ
と
ん
ど

一
致
す
る
し
、
「
雲
間
志
」
は
、
内
容
そ

の
も
の
が
、
古
い
郡
望
に
つ

い
て
の
話
で
あ
る
。
「
曾
稽
士
山
」
も
重
な
る

も
の
が
多
い
。
「
新
安
志
」
は
、
こ
う
し
た
郡
撃
表
と
は
、
姓
が
一
致
し

な
い
が
、
『
風
俗
通
』
、
『
元
和
姓
纂
』
な
ど
唐
以
前
の
文
献
に
依
践
し
て

の
、
「
姓
氏
」
に
闘
す
る
記
述
で
あ
る
。

⑬

『

皇

朝
百
族
譜
』
の
史
料
に
つ
い
て

『
宋
史
墾
文
士
ど
に
は
、
勿
論

著
録
さ
れ
て
は
い
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
知
る
手
掛
り
と
し
て
は
、

『
玉

海
』

〈
谷
五
O
〉、

『
直
樹
閑
書
録
解
題
』

(
谷
八
譜
諜
類
)
な
ど
の
記
事

ゃ
、
周
必
大
の
手
に
な
る
序
文

(「
皇
朝
百
族
譜
序
」
『
文
忠
集
』
谷

一

九
〉
が
あ
る
。
そ
の
他
、

洪
遇
の

『容
班
問
題
政
』
倉

一
に
も
「
政
皇
朝
百

族
譜
」
な
る
一
文
が
あ
る
が
、
内
容
を
知
る
手
掛
り
に
な
る
記
事
は
無

い
。
こ
の

「
百
族
譜
」
が
元
代
に
は
、
ま
だ
存
在
し
て
い
た
事
は
、

『危
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太
撲
集
』
容
八
1
馬
蘭
橋
毛
民
族
譜
序
」
に
、
「
余
経
鐘
検
討
、
承
詔
修

宋
史
、
車
中
使
求
遺
書
於
東
南
、
得
長
沙
了
氏
所
編
百
族
譜
於
松
江
荘
粛
恭

家
」
と
い
う
記
述
の
あ
る
事
で
わ
か
る
。

@
『
四
庫
金
書
珍
本
三
集
』
所
牧
の
『
文
忠
集
』
で
は
、
「
紹
照
二
十
八

年
」
と
あ
る
が
、
『
玉
海
』
で
は
「
紹
興
中
」
、
『
直
粛
書
録
解
題
』
で
は

「
紹
興
末
年
L

と
あ
り
、
二
十
八
年
と
い
う
年
数
か
ら
考
え
て
も
、
「
紹

興
」
の
誤
り
で
あ
る
。

@
「
新
安
名
族
士
山
に
つ
い
て
」
(
中
央
大
祭
文
闘
宇
部
紀
要
史
翠
科
六
一

九
五
六
〉

@
多
賀
氏
は
、
東
洋
文
庫
蔵
の
『
新
安
大
族
士
ど
に
つ
い
て
、
元
延
祐
三

年
編
の
も
の
と
す
る
。
し
か
し
、
本
文
中
に
は
、
例
え
ば
「
明
徳
公
洪
武
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積
州
尉
、
嘉
隆
間
金
補
博
士
弟
子
負
」
ハ
金
集
休
寧
大
族
李
氏
陽

湖
)
、
或
い
は
「
至
永
築
初
室
子
源
之
西
山
」
(
金
集
休
蜜
}
大
族
程
氏

托
山
)
と
い
っ
た
記
事
が
あ
り
、
そ
の
成
立
は
、
明
末
以
後
で
あ
る
と
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
「
大
族
士
山
」
の
延
結
成
立
を
前
提
と

し
た
多
賀
氏
の
行
論
は
、
再
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
『
販

書
偶
記
』
に
も
、
「
元
陳
機
編
」
の
『
新
安
大
族
士
山
』
二
容
の
名
は
見
え

る
か
ら
(
省
六
史
部
姓
名
類
)
、
元
の
『
新
安
大
族
士
山
』
が
、
今
後
出
現

し
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

⑫
こ
の
文
献
に
つ

い
て
は
、
池
田
温
氏
に

「
唐
朝
氏
族
志
の

一
考
察
|
い

わ
ゆ
る
敦
煙
名
族
志
残
容
を
め
ぐ
っ
て
」
(
北
海
道
大
摩
文
田
宇
部
紀
要
一

一
一
一
ー
ー
一
一
一
九
六
五
〉
が
あ
る
。
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A Brief Investigation of the Ｃｈ゛ｅｎａ･加-ｓＭｈ一

　　　　　　　　

tsu-p'u成都氏族譜

Kｅｎｉｉ Ｍｏｒitａ

　　

The Ｃｈ’ｅｎｇ･tu　功法　tsu-p'u　is　included in volumes 53-55 of　the

Ｃｈ'ｕａｎ-Shu　i-ｖｏｅｎ　ｄ１伍

　

全蜀騒文志and in the　Ｓｈ仇■ｙilan　tｓ'ｕｎｇｓhｕ

適園叢書. In it is discussed forty-five great clans of Ch'eng-tu西成

都府in the Sung宋dynasty. Fei Ｃｈｏ費著of the Yiian 元has been

considered its author, but based on ａ comparison of its content with con-

temporaneous historical materials l have concluded that it was one part

of the Ｃｈ’ｅｎｇ一飢硫仇成都志which was compiled from the 3 rd to the

5 th year of the Ch'ing-yiian 慶元(1197-99) reign of the Sung. Accordingly

we can say it is of significant value as ａ source on the Sung period.

When we １００ｋat the lineages of bureaucrats of Ch'eng-tuルin the

Sung dynasty as seen in the Ｃｆｉ’ｅｎｇ一斑ｓｈ伍ｔｓｕボｗ，ｗｅ can see that,

contrary to the general　image　of modern　Chinese ｏ伍cials as having

obtained their positions as one generational aristocrats, they actually pre-

served and continued their posts as O伍cials over many generations.　This

is deeply tied up with the problem of the amount of fleχibility in bureau-

cratic status there was in Chinese society from　the　Sung era on. Fur-

thermore, I believe that the compilation of geneological works like the

Ｃｈ’ｅれｇ-tｕ　ｓhih　tｓｕ-ｐ’ｕｒｅｆｔｅctsthe slackening of same-clan cohesion among

bureaucrats to the ｅχtent that they had to stress mutual ties in such ａ

work.
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